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オメガツアー「イスラエル＆ヨルダン10日間の旅」
事前優待予約を感謝します！
　第5回2024年2月下旬～3月上旬予定のツアーの事前優待予約の受付
を終了しました。日程が確定次第、本予約お申し込みや詳細内容をお送り
させていただきます。神のビジョンを共に、夢みる旅となりますよう、日本
からイスラエルとヨルダンを祝福する旅となりますよう引き続き共にお祈り
ください。なお、2025年出発予定での「第6回オメガツアー」に向けて、
同時に祈りと企画準備を進めております。引き続きお祈りください。

オメガ・グレイス・プロジェクト2023-24がスタートしました！
2023年

2月1日～3月1日「第1回 日本列島縦断講演」オメガグレイス・ジャパンツアー
3月14日「オメガ・ジャパン理事会」オンライン
4月～5月ごろ「第4回オメガツアー参加者オンライン説明会」（米国・日本）
6月5日～6月14日「第4回 イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）10日間の旅」決定
9月下旬～11月上旬「第2回 日本列島縦断講演」オメガグレイス・ジャパンツアー
2024年

2月下旬～3月上旬「第5回 イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）10日間の旅」決定
春ごろ「第3回 日本列島縦断講演」オメガグレイス・ジャパンツアー予定
秋ごろ「第4回 日本列島縦断講演」オメガグレイス・ジャパンツアー予定

　栄子・スティーブンスを主講師とし、日本とイスラエル＆ヨルダンをベース
にした主な活動予定です。現在、2025-26年のオメガ・グレイス・プロジェ
クトのビジョンへの備えと祈りが始まっています。どうぞ共に日本中の人々
への神様の愛が伝えられますよう、また、日本の教会に神の国の臨在と
現れが明確にされていきますよう、共にお祈りください。

1
祈りの課題 2

3

日本列島縦断講演「オメガ・ジャパンツアー2023」
ついにスタートしました！
　2月は、関西地区（京都府）からスタートし、九州地区（福岡県・
大分県）、中国地区（岡山県・広島県）、関東地区（東京都・群馬県）
でのセミナー・講演を行っております。皆様のとりなしの祈りに
より、主の愛の翼に運ばれて、栄子・スティーブンスがイスラエル
を軸とする聖書理解を土台として、終末論を中心に、神の愛と
神の国について大胆に語れますよう、引き続きお祈りください。
本ニュースレターが届けられるころ、日本列島縦断講演スケ
ジュールの真っ最中です。今後も日本の教会、そして日本全国
の祝福となり、多くの方々が救われるように。すべての備えと準備、
各集会の祝福のために引き続きお祈りください。栄子・スティー
ブンス師の健康が日々守られ、主の油注ぎが満ちあふれますよう
お祈りください。
　また、第2回目の申込受け付けを開始しており、全国からのお問い
合わせやお申し込みを感謝します。今回を機会に、地域教会が
協力し合ってお招きくださることや、地域の牧師会へのお招きや
伝道集会など、さまざまなお申し込みを頂いております。日本の
新しいシーズンを迎えるに当たり、オメガも最大限に全力で準備し、
すべての必要に応えることができるよう、引き続き調整、準備を
進めてまいります。どうぞ、日本全国47都道府県すべての地域に、
神のみことばが種となり、大いなる祝福とリバイバルの道備えの
役割を果たすことができますよう共にお祈りください。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

栄子・スティーブンスと行く

日程：2024年2月下旬～3月上旬 決定！
　　（見込み－2月20日前後出発予定）

イスラエル&ヨルダン（ペトラ）10日間の旅

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－24

第5回オメガプレミアム・グレイスツアー

事前優待予約・案内希望受付を終了しました。多数のお祈りとお申し込みを頂き、ありがとうございます。
事前優待案内予約の申し込みをされた方々には、３月、詳細日程・内容・費用等決定次第、本予約申し込み案内等を
ご連絡させていただきます。

第6回オメガツアー事前予約 
2025年企画予定

Eメール
専用フォーム

tour@omega.or.jp
https://www.omega.or.jp/tour/

OMEGA GRACE 2023－24

お問合せ・お申し込み：オメガ・ジャパン
info@omega.or.jp
06-6777-2117

Eメール
TEL&FAX

第1回　2023年2月1日～3月1日
いよいよスタートしました！

第2回　2023年9月下旬～11月上旬（予定）

礼拝・講演会・伝道集会・牧師会・修養会・各種セミナーの
申込受付中！

2023年9月下旬～11月ごろ来日予定

栄子・スティーブンス

日本列島縦断講演
オメガグレイス・
ジャパンツアー2023

イスラエルを軸に聖書を理解する分かりやすいセミナーやメッセージ
をお届けします。また、難解だと言われる終末論に関するテーマを、
現代の世界情勢を踏まえながら解説し、不安や恐れではなく、神を
愛する心、希望、信仰に満ちあふれるよう、情熱をもって語ります。

10 オメガ・ジャパン活動部門の紹介
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イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）
日程：2024年２月下旬（２０日～２１日）出発見込・決定！
定員： 35名 　※まもなく本予約申込みスタートします！

一般社団法人オメガ・ジャパン
〒540-0004 大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階 
TEL&FAX : 06-6777-2117　Email : info@omega.or.jp

株式会社 ホーリーランド ツーリストセンター
（観光庁長官登録旅行業 第2077号）
〒541-0041 大阪市中央区北浜2-3-10 VIP関西センター5F

栄子・スティーブンスと行く

10日間の旅

企画・主催　 旅行企画・実施

Omega Japan

ペトラ現地での黙示録「聖書の完結編」セミナー

第5回　オメガプレミアム・グレイスツアー

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。時が近づいているからである。
黙示録1:3

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 33 ―その25未来の預言

そのように来るのです」とイエス様は語ら
れました。主のご再臨は間違いなく暗闇
の中で、いなずまがひらめくように現れる
ので、だまされないようにと主は教えてお
られるのです。28節では、「死体のある所
には、はげたかが集まります」と主は言わ
れています。まだ救われていないユダヤ人
たちが集まっている所に、反キリストの軍
隊である「はげたか」が集まっている時の
出来事を預言しておられます。

マタイの福音書8章21節と22節、「ま
た、別のひとりの弟子がイエスにこう
言った。『主よ。まず行って、私の父を
葬ることを許してください。』ところが、
イエスは彼に言われた。『わたしについ
て来なさい。死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい』」

22節で、「死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい」と言われているよう
に、イエス・キリストを信じない者を、
主は「死人」だと言われています。また、
悔い改めていない者や、主をメシア、神
様として迎えない者たちも同様です。主
は、ボツラにいるユダヤ人を「死体」と呼
び、反キリストの軍隊を「はげたか」と呼
んでいます。

ボツラで新約聖書を学ぶ
イスラエルの民

1260日近くボツラに隠れていたイスラ
エルの民は、現在のクリスチャンによって、
この日のために隠されてきた聖書を見つ
けます。新約聖書を「悪魔の本」や「反ユ
ダヤ主義の本」だと見なしていた彼らが、
聖書を読み、学び始めたことで目も心も
目覚め、どのようなことであったのかが
理解できるようになったのです。イエス
様こそ真の神様、創造主であったことに
気付いたのです。自分たちの先祖が、イ
エス様を悪霊につかれた者としてローマ
軍に引き渡し、十字架に架けたのだと。

ボツラの中でユダヤ人は、重要な聖典
とされているタルムードや、ラビたちの
書物を学ぶのではなく、聖書そのものの
学びによって真理に目覚めていきます。
彼らは、神様が三位一体であったことを
知り、御子キリストが成し遂げてくださっ
たあがないに気付きます。

彼らの罪の赦しのために、すべての咎をイ
エス様に負わせたことに気付きました。

ホセア書6章1節と2節、「さあ、主に立
ち返ろう。主は私たちを引き裂いたが、ま
た、いやし、私たちを打ったが、また、包ん
でくださるからだ。主は二日の後、私たち
を生き返らせ、三日目に私たちを立ち上
がらせる。私たちは、御前に生きるのだ」

1節で、「さあ、主に立ち返ろう」と、イス
ラエルの民がイエス様を主として、慕い求
めています。続けて、「主は私たちを引き
裂いたが、また、いやし、私たちを打った
が、また、包んでくださるからだ」と民は主
の思いを受け取ります。メシアを拒否して
世界離散となり、ホロコーストの体験を
通過するという激しい苦しみがありまし
たが、イスラエルの民を再び約束の地に
戻してくださった主のあわれみを思い、民
の真の悔い改めが始まります。

2節で、「主は二日の後、私たちを生
き返らせ、三日目に私たちを立ち上がら
せる」、これは2日間の悔い改めを表し
ていると考えられます。イスラエルの民は、
民族的にイエス様を拒否しました。それ
ゆえ、民族的悔い改めが起こるまで、メ
シア王国の到来はありませんでした。し
かし、この2日間、民は全く飲むことも
なく食べることもなく、着物を引き裂き、
泣きわめきながら、自分たちの先祖が犯
した罪、また自分たちのイエス様に対す
る態度を思って心から悔い改めることで
しょう。この時の彼らの悔い改めの心境
が、ゼカリヤ書に預言されています。

ゼカリヤ書12章9節と10節、「その日、
わたしは、エルサレムに攻めて来るすべ
ての国々を捜して滅ぼそう。わたしは、
ダビデの家とエルサレムの住民の上に、
恵みと哀願の霊を注ぐ。彼らは、自分た
ちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひ
とり子を失って嘆くように、その者のた
めに嘆き、初子を失って激しく泣くように、
その者のために激しく泣く」

ボツラに隠れている、エルサレムの住民
だったイスラエルの民を、すべての国々が
襲ってきます。そして、民はひとり子を

イザヤ書53章3節から6節、「彼はさげ
すまれ、人々からのけ者にされ、悲しみの
人で病を知っていた。人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった。まことに、彼は私たちの病を負い、
私たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦し
められたのだと。しかし、彼は、私たちの
そむきの罪のために刺し通され、私たち
の咎のために砕かれた。彼への懲らしめ
が私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷
によって、私たちはいやされた。私たちは
みな、羊のようにさまよい、おのおの、自
分かってな道に向かって行った。しかし、
主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた」

3節で、「彼は……人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった」とあります。イエス様は、全能
の神様であり、創造主であられるのに、
ユダヤ民族からのけ者にされ、人々が、
顔をそむけるほど、ひどく鞭打たれてさ
げすまれました。ユダヤ民族を救うため
にメシアとして現れてくださったのに、ユ
ダヤ人はイエス様をメシアとして尊ばな
かったことを彼らは悔い改めています。

4節ではこのように言われています。
「まことに、彼は私たちの病を負い、私
たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦
しめられたのだと」。イスラエルの民はイ
エス様が鞭打たれ、十字架に架けられた
ことを、イエス様自身の罪のために罰せ
られたからだろうと認識していました。
しかしこの時、イエス・キリストは自分
たちの病を負い、痛みを担ってくださっ
たのだと気付き始めます。

5節で、「彼への懲らしめが私たちに平
安をもたらし、彼の打ち傷によって、私た
ちはいやされた」とあります。イエス様の
受けられた苦しみは、彼らに平安を与える
ためであったこと、そして、鞭打たれたの
は、彼らの癒やしのためであったことを知
ります。6節では、「私たちはみな……、お
のおの、自分かってな道に向かって行った。
しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に
負わせた」と言っています。自分勝手な道
を歩み、大きな罪を犯しましたが、神様は

失ったように、初子を失ったように、嘆
き悲しみながら、自分たちが突き刺した
イエス様に向かって悔い改めています。
ひとり子を失うことや、初子を失うことは、
人としてこれ以上悲しいことはない、そ
のような嘆き悲しみをしている悔い改め
です。そして、主の成し遂げてくださっ
たあわれみ深いあがないに気付き、3日
目に立ち上がります。

マタイの福音書24章29節では、「だ
が、これらの日の苦難に続いてすぐに、
太陽は暗くなり、月は光を放たず、星は
天から落ち、天の万象は揺り動かされま
す」とあります。地上では太陽が暗くなり、
大地震が起き、35㎏もの巨大な雹が
降ってきます。天の万象が揺り動かされ
ているのです。これが大患難時代5回目
の暗闇です。恐らくイスラエルの民がい
るボツラには、光があることでしょう。

世界中が暗闇の中で恐れおののいてい
る時、神様はイスラエルの民の悔い改め
の邪魔が入らないように、世界を暗闇で
覆っているのです。この悔い改めの後、
彼らがついにイエス様に向かって、メシ
アをお迎えすることばで叫びます。

マタイの福音書23章39節で、イエス様
がおっしゃいました。「あなたがたに告げ
ます。『祝福あれ。主の御名によって来ら
れる方に』とあなたがたが言うときまで、
あなたがたは今後決してわたしを見ること
はありません」。このことばこそ、ユダヤ人
がメシアを迎える時のみ使うことばです。

反キリストの軍隊がイスラエルの民を
四方八方取り巻いている時、天に向かっ
て、彼らが民族的にメシアをお迎えするこ
とばを叫びます。「メシアであるイエス様。
主よ。あなたこそ、私たちのメシアで、神様
です」という告白です。彼らは民族的に犯
した罪を認めて、民族的に「主の御名に
よって来たる者に、祝福あれ」と叫びます。
そして、「主よ、もう一度来てください」と

そして、エルサレムの神殿だけでなく、反
キリストの偶像が全世界に設置されてい
たため、最初に主は、腐敗した第三神殿を
きよめ、世界中をきよめて行かれます。

黙示録19章9節と10節、「御使いは
私に『小羊の婚宴に招かれた者は幸いだ、
と書きなさい』と言い、また、「これは神
の真実のことばです」と言った。そこで、
私は彼を拝もうとして、その足もとにひ
れ伏した。すると、彼は私に言った。『い
けません。私は、あなたや、イエスのあ
かしを堅く保っているあなたの兄弟たち
と同じしもべです。神を拝みなさい。イ
エスのあかしは預言の霊です。』」

9節で、「小羊の婚宴に招かれた者は幸
いだ、と書きなさい」と御使いが言ってい
ます。第三神殿や世界中に置かれていた
偶像がきよめられた後、メシア王国の始
まりは婚宴から始まります。7年間の婚姻は
天国でしたが、婚宴は地上で行われます。

ホセア書に書かれていますが、「ヤー
ウェ」、「エホバ」は父なる神様で、その
奥様はユダヤ民族です。異邦人の教会は、
イエス・キリストの花嫁で、ご再臨直前
に天で婚姻が行われます。婚宴に招かれ
る者は、旧約の聖徒たち、キリストの12
使徒たち、また、バプテスマのヨハネなど、
花婿なるイエス様の友と呼ばれたユダヤ
人たちです。そして、多くのイスラエル
の民が婚宴に招かれます。彼らのほか、
大患難時代にいる聖徒たちは、第一の
復活の時に生き返る人々です。教会は第
一の復活には関わっていません。第一の
復活は、イエス様のご再臨の後で起こり
ます。一方、携挙された教会は、ご再臨
の時には主と共に雲に乗り、メシア王国
の地上にやって来ます。

10節の終りに、「イエスのあかしは預
言の霊です」と、すべての預言の基はイ
エス様であり、すべての預言がイエス・
キリストの栄光のために成就します。

懇願するでしょう。この大きな叫び声を聞
いて、再臨のイエス様がお答えになります。

ホセア書6章3節で、こう言われてい
ます。「主は暁の光のように、確かに現れ、
大雨のように、私たちのところに来、後
の雨のように、地を潤される」と。イス
ラエル民族全員の叫びで、天が開け、
主は暁の光のように現れます。最初のご
再臨の場所は、ボツラです。

マタイの福音書24章30節、「そのとき、
人の子のしるしが天に現れます。すると、
地上のあらゆる種族は、悲しみながら、
人の子が大能と輝かしい栄光を帯びて天
の雲に乗って来るのを見るのです」

暗闇の世界に光り輝く主が、多くの聖
徒たち、御使いたちと共に雲に乗って現
れます。その時、地上の人々は暗闇の中
で輝いている真の神様を見て、大患難の
時に神罰であると知っていても悔い改め
なかったことを悔いて嘆きます。

黙示録1章7節、「見よ、彼が、雲に乗っ
て来られる。すべての目、ことに彼を突き
刺した者たちが、彼を見る。地上の諸族は
みな、彼のゆえに嘆く。しかり。アーメン」

イエス様のご再臨のお姿を、地上のす
べての諸族が見る時です。近代社会では、
世界中の人々が一箇所の出来事を見るこ
とが出来るテクノロジーが発展していま
す。衛星放送を通して、すべての諸族が見
ることが出来るのです。しかし、「ことに彼
を刺し通した者たちは、彼を仰ぎ見るで
あろう」と記されているように、ボツラの中
にいるイスラエルの民は、肉眼でそのまま
イエス様を仰ぎ見ます。ご再臨がイスラエ
ルの民族的悔い改めに懸かっていますか
ら、主を信じる私たちは、イスラエルの民
のために毎日熱心に祈るべきです。

小羊の婚宴
主のご再臨によって、メシア王国が到来

します。始まりは大きな戦いが起こります。

『ハレルヤ。万物の支配者である、われら
の神である主は王となられた』」

黙示録19章1節から6節は、一般に
四つのハレルヤと呼ばれている箇所です。
ハレルヤと言うことばは、ヘブライ語で
父なる神様「ヤーウェをほめたたえよ」の
意味です。このハレルヤのみことばが詩
篇によく出てきますが、新約聖書ではこ
の箇所にしか出てきません。

1節で、「天に大群衆の大きい声のよう
なものが、こう言うのを聞いた。『ハレルヤ。
救い、栄光、力は、われらの神のもの』」と
いうこの大群衆が誰であるかは、語られ
ていませんが、神様をほめたたえている
コーラスです。2節、「神のさばきは真実で、
正しいからである。神は不品行によって地を
汚した大淫婦をさばき、ご自分のしもべたち
の血の報復を彼女にされたからである」

四つのハレルヤ（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）19章1
節から6節、「この後、私は、天に大群衆の
大きい声のようなものが、こう言うのを聞
いた。『ハレルヤ。救い、栄光、力は、われら
の神のもの。神のさばきは真実で、正しい
からである。神は不品行によって地を汚
した大淫婦をさばき、ご自分のしもべた
ちの血の報復を彼女にされたからであ
る。』 彼らは再び言った。『ハレルヤ。彼女
の煙は永遠に立ち上る。』すると、二十四
人の長老と四つの生き物はひれ伏し、御
座についておられる神を拝んで、『アーメ
ン。ハレルヤ』と言った。また、御座から声
が出て言った。『すべての、神のしもべた
ち。小さい者も大きい者も、神を恐れかし
こむ者たちよ。われらの神を賛美せよ。』
また、私は大群衆の声、大水の音、激しい
雷鳴のようなものが、こう言うのを聞いた。

今号も共に学んでまいりましょう。

出エジプト記34章7節では、神様が
「罰すべき者は必ず罰して報いる者」と
おっしゃいました。このように、みこと
ばが真実であることを、今こそ全世界の
人々が知る時です。ご自分のしもべたち
の血の報復をなさる、神様の正しい裁き
がなされるのです。

3節、「彼らは再び言った。『ハレルヤ。
彼女の煙は永遠に立ち上る』」と、破壊
されたバビロンの煙が遠くまで永遠に立
ち上り、再びハレルヤと主をほめたたえ
ています。4節で、「二十四人の長老と
四つの生き物はひれ伏し、御座について
おられる神を拝んで、『アーメン。ハレル
ヤ』と言った」、24人の長老と四つの生
き物が、神様に賛美して、三つ目のハレ
ルヤを大きな声にしています。

5節では、「また、御座から声が出て
言った。『すべての、神のしもべたち。
小さい者も大きい者も、神を恐れかしこ
む者たちよ。われらの神を賛美せよ』」と、
すべての神のしもべたちに、この賛美の
コーラスに加わり、神様をあがめるよう
に命じています。6節は、「ハレルヤ。万
物の支配者である、われらの神である主
は王となられた」とあります。神様は私
たちにとって、すでに王の王であり主の
主です。そして、この世の支配者であっ
たサタンと反キリストと偽預言者はいな
くなりました。四つ目のハレルヤは、最
高の「ハレルヤ！」の時代の到来です。

小羊の婚姻
黙示録19章7節と8節、「私たちは喜

び楽しみ、神をほめたたえよう。小羊の
婚姻の時が来て、花嫁はその用意ができ
たのだから。花嫁は、光り輝く、きよい
麻布の衣を着ることを許された。その麻
布とは、聖徒たちの正しい行いである」

7節と8節で、「小羊の婚姻の時が来て、
花嫁はその用意ができたのだから。花嫁
は、光り輝く、きよい麻布の衣を着るこ
とを許された」と述べられています。教
会はキリストの花嫁であり、いよいよ婚
姻の時が訪れました。婚姻の衣は、主
から与えられるものです。私たちは、主
の十字架の血潮によって罪赦され、義な
る者とされました。ゆえに、義なる者し
か入れない天国に入ることができるので
す。十字架の血潮によって、義なる者と
されただけではなく、私たちの正しい行
いによって、キリストの花嫁にふさわし
い者とされたのです。

古代の婚約は、親によって決められ、
長年掛けて花嫁は花婿の家に嫁ぐ者とし
て花嫁修行を重ねます。また花婿は、父
の家の敷地に花嫁を迎えるための家を、
こつこつと長年掛けて建てていきます。

ヨハネの福音書14章2節と3節、「わ
たしの父の家には、住まいがたくさんあ
ります。もしなかったら、あなたがたに
言っておいたでしょう。あなたがたのた
めに、わたしは場所を備えに行くのです。
わたしが行って、あなたがたに場所を備
えたら、また来て、あなたがたをわたし
のもとに迎えます。わたしのいる所に、
あなたがたをもおらせるためです」

このイエス様のみことばは、古代の婚
約時代を表しています。主は、私たちの
ために場所を備えてくださっているので
す。テサロニケ人への手紙 第一4章17
節に記されているように、主は私たちを
迎えに来てくださり、私たちは一瞬にし
て主と同じ栄光の姿に変えられ、空中で
主と出会うのです。これは、古代の婚約
時代と婚姻を表しています。そして私た
ちは天国で、花嫁の白い麻布の衣裳を
受け取って、婚姻が行われます。

メギドの丘近くにアフラという町があ
り、その近くに大規模な地下空軍基地が
あります。反キリストはその場所で王た
ちを集めて、「ユダヤ人問題の会議」を
開くと考えられます。

この会議が実行に移される時、反キリ
スト側に付く者たちの軍隊が世界中から
集められます。そして彼らは、「一人のユ
ダヤ人も逃すまい」と、ボツラからイスラ
エルの民を取り囲み、おびき出そうとし
ます。絶体絶命のイスラエルを助けよう
とする者はいません。

マタイの福音書24章24節から28節、
「にせキリスト、にせ預言者たちが現れて、
できれば選民をも惑わそうとして、大き
なしるしや不思議なことをして見せます。
さあ、わたしは、あなたがたに前もって
話しました。だから、たとい、『そら、
荒野にいらっしゃる』と言っても、飛び出
して行ってはいけません。『そら、へやに
いらっしゃる』と聞いても、信じてはいけ
ません。人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょ
うどそのように来るのです。死体のある
所には、はげたかが集まります」

この時、サタン、反キリスト、そして
偽預言者が世界中を激しく惑わします。
26節で、「だから、たとい、『そら、荒
野にいらっしゃる』と言っても、飛び出し
て行ってはいけません。『そら、へやにい
らっしゃる』と聞いても、信じてはいけま
せん」と、イエス様は警告されました。

「メシアが来た！」と聞くと、イスラエル
の民はボツラから飛び出したくなるかも
しれませんが、人々が選民を惑わそうと
している時であり、決して出ていっては
いけないのです。

27節で、「人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょうど

イスラエルの悔い改め
ご再臨の全体像を想像していただくた

め、ボツラに逃げ込むイスラエルの民に
ついて、振り返ってみましょう。

黙示録12章6節、「女は荒野に逃げた。
そこには、千二百六十日の間彼女を養う
ために、神によって備えられた場所があっ
た」と書かれています。ここでは「女」と呼
ばれている「イスラエルの民」が、反キリ
スト軍に追われてボツラという場所に逃
げる、大患難時代後半の預言です。ボツラ
はヨルダン国にあります。ギリシャ語では

「ペトラ」と呼ばれている、BC2世紀からの
遺跡がある世界遺産となっている所です。

この辺り一帯は、セイル山と呼ばれ、
ヤコブの兄エサウの一族が住み着いた所
で、聖書ではエドムと呼ばれていた地域
です。ヘブライ語でボツラと呼ばれる場所
は、岩ばかりの荒野ですが、神様によっ
て3年半すなわち1260日、養われます。

反キリストは、何もない岩だらけの場
所に逃げ込んだイスラエルの民を、いず
れ餓死して全滅するだろうと考えていた
のでしょう。しかし、いつまでたっても
イスラエルの民は生きているのです。そ
こで反キリスト軍は、彼らを抹殺するた
めに戦闘機で攻撃すると思われます。し
かし、神様の御手に守られているイスラ
エルの民を抹殺することはできません。

ハルマゲドン会議の集結
黙示録16章16節で、反キリストは世

界の統率者や王たちをハルマゲドンと呼
ばれる「メギドの丘」近くに集結させます。
メギドの丘のある場所は、広々としたイ
ズレエルの平原です。ナポレオンがその
場所を見て、ここは最高の戦場となり得
る場所だと言った言葉が有名です。しか
し、最終戦争はハルマゲドンで起こるの
ではありません。

最高の「ハレルヤ！」と
再臨のイエス様の到来

事前優待予約を終了しました。
多くのご予約をいただきました。御礼申し上げます。

事前優待案内予約の申し込みをされた方々には、
３月、詳細日程・内容・費用等決定次第、本予約申し込み案内等をご連絡させていただきます。
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イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）
日程：2024年２月下旬（２０日～２１日）出発見込・決定！
定員： 35名 　※まもなく本予約申込みスタートします！

一般社団法人オメガ・ジャパン
〒540-0004 大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階 
TEL&FAX : 06-6777-2117　Email : info@omega.or.jp

株式会社 ホーリーランド ツーリストセンター
（観光庁長官登録旅行業 第2077号）
〒541-0041 大阪市中央区北浜2-3-10 VIP関西センター5F

栄子・スティーブンスと行く

10日間の旅

企画・主催　 旅行企画・実施

Omega Japan

ペトラ現地での黙示録「聖書の完結編」セミナー

第5回　オメガプレミアム・グレイスツアー

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。時が近づいているからである。
黙示録1:3

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 33 ―その25未来の預言

そのように来るのです」とイエス様は語ら
れました。主のご再臨は間違いなく暗闇
の中で、いなずまがひらめくように現れる
ので、だまされないようにと主は教えてお
られるのです。28節では、「死体のある所
には、はげたかが集まります」と主は言わ
れています。まだ救われていないユダヤ人
たちが集まっている所に、反キリストの軍
隊である「はげたか」が集まっている時の
出来事を預言しておられます。

マタイの福音書8章21節と22節、「ま
た、別のひとりの弟子がイエスにこう
言った。『主よ。まず行って、私の父を
葬ることを許してください。』ところが、
イエスは彼に言われた。『わたしについ
て来なさい。死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい』」

22節で、「死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい」と言われているよう
に、イエス・キリストを信じない者を、
主は「死人」だと言われています。また、
悔い改めていない者や、主をメシア、神
様として迎えない者たちも同様です。主
は、ボツラにいるユダヤ人を「死体」と呼
び、反キリストの軍隊を「はげたか」と呼
んでいます。

ボツラで新約聖書を学ぶ
イスラエルの民

1260日近くボツラに隠れていたイスラ
エルの民は、現在のクリスチャンによって、
この日のために隠されてきた聖書を見つ
けます。新約聖書を「悪魔の本」や「反ユ
ダヤ主義の本」だと見なしていた彼らが、
聖書を読み、学び始めたことで目も心も
目覚め、どのようなことであったのかが
理解できるようになったのです。イエス
様こそ真の神様、創造主であったことに
気付いたのです。自分たちの先祖が、イ
エス様を悪霊につかれた者としてローマ
軍に引き渡し、十字架に架けたのだと。

ボツラの中でユダヤ人は、重要な聖典
とされているタルムードや、ラビたちの
書物を学ぶのではなく、聖書そのものの
学びによって真理に目覚めていきます。
彼らは、神様が三位一体であったことを
知り、御子キリストが成し遂げてくださっ
たあがないに気付きます。

彼らの罪の赦しのために、すべての咎をイ
エス様に負わせたことに気付きました。

ホセア書6章1節と2節、「さあ、主に立
ち返ろう。主は私たちを引き裂いたが、ま
た、いやし、私たちを打ったが、また、包ん
でくださるからだ。主は二日の後、私たち
を生き返らせ、三日目に私たちを立ち上
がらせる。私たちは、御前に生きるのだ」

1節で、「さあ、主に立ち返ろう」と、イス
ラエルの民がイエス様を主として、慕い求
めています。続けて、「主は私たちを引き
裂いたが、また、いやし、私たちを打った
が、また、包んでくださるからだ」と民は主
の思いを受け取ります。メシアを拒否して
世界離散となり、ホロコーストの体験を
通過するという激しい苦しみがありまし
たが、イスラエルの民を再び約束の地に
戻してくださった主のあわれみを思い、民
の真の悔い改めが始まります。

2節で、「主は二日の後、私たちを生
き返らせ、三日目に私たちを立ち上がら
せる」、これは2日間の悔い改めを表し
ていると考えられます。イスラエルの民は、
民族的にイエス様を拒否しました。それ
ゆえ、民族的悔い改めが起こるまで、メ
シア王国の到来はありませんでした。し
かし、この2日間、民は全く飲むことも
なく食べることもなく、着物を引き裂き、
泣きわめきながら、自分たちの先祖が犯
した罪、また自分たちのイエス様に対す
る態度を思って心から悔い改めることで
しょう。この時の彼らの悔い改めの心境
が、ゼカリヤ書に預言されています。

ゼカリヤ書12章9節と10節、「その日、
わたしは、エルサレムに攻めて来るすべ
ての国々を捜して滅ぼそう。わたしは、
ダビデの家とエルサレムの住民の上に、
恵みと哀願の霊を注ぐ。彼らは、自分た
ちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひ
とり子を失って嘆くように、その者のた
めに嘆き、初子を失って激しく泣くように、
その者のために激しく泣く」

ボツラに隠れている、エルサレムの住民
だったイスラエルの民を、すべての国々が
襲ってきます。そして、民はひとり子を

イザヤ書53章3節から6節、「彼はさげ
すまれ、人々からのけ者にされ、悲しみの
人で病を知っていた。人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった。まことに、彼は私たちの病を負い、
私たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦し
められたのだと。しかし、彼は、私たちの
そむきの罪のために刺し通され、私たち
の咎のために砕かれた。彼への懲らしめ
が私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷
によって、私たちはいやされた。私たちは
みな、羊のようにさまよい、おのおの、自
分かってな道に向かって行った。しかし、
主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた」

3節で、「彼は……人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった」とあります。イエス様は、全能
の神様であり、創造主であられるのに、
ユダヤ民族からのけ者にされ、人々が、
顔をそむけるほど、ひどく鞭打たれてさ
げすまれました。ユダヤ民族を救うため
にメシアとして現れてくださったのに、ユ
ダヤ人はイエス様をメシアとして尊ばな
かったことを彼らは悔い改めています。

4節ではこのように言われています。
「まことに、彼は私たちの病を負い、私
たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦
しめられたのだと」。イスラエルの民はイ
エス様が鞭打たれ、十字架に架けられた
ことを、イエス様自身の罪のために罰せ
られたからだろうと認識していました。
しかしこの時、イエス・キリストは自分
たちの病を負い、痛みを担ってくださっ
たのだと気付き始めます。

5節で、「彼への懲らしめが私たちに平
安をもたらし、彼の打ち傷によって、私た
ちはいやされた」とあります。イエス様の
受けられた苦しみは、彼らに平安を与える
ためであったこと、そして、鞭打たれたの
は、彼らの癒やしのためであったことを知
ります。6節では、「私たちはみな……、お
のおの、自分かってな道に向かって行った。
しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に
負わせた」と言っています。自分勝手な道
を歩み、大きな罪を犯しましたが、神様は

失ったように、初子を失ったように、嘆
き悲しみながら、自分たちが突き刺した
イエス様に向かって悔い改めています。
ひとり子を失うことや、初子を失うことは、
人としてこれ以上悲しいことはない、そ
のような嘆き悲しみをしている悔い改め
です。そして、主の成し遂げてくださっ
たあわれみ深いあがないに気付き、3日
目に立ち上がります。

マタイの福音書24章29節では、「だ
が、これらの日の苦難に続いてすぐに、
太陽は暗くなり、月は光を放たず、星は
天から落ち、天の万象は揺り動かされま
す」とあります。地上では太陽が暗くなり、
大地震が起き、35㎏もの巨大な雹が
降ってきます。天の万象が揺り動かされ
ているのです。これが大患難時代5回目
の暗闇です。恐らくイスラエルの民がい
るボツラには、光があることでしょう。

世界中が暗闇の中で恐れおののいてい
る時、神様はイスラエルの民の悔い改め
の邪魔が入らないように、世界を暗闇で
覆っているのです。この悔い改めの後、
彼らがついにイエス様に向かって、メシ
アをお迎えすることばで叫びます。

マタイの福音書23章39節で、イエス様
がおっしゃいました。「あなたがたに告げ
ます。『祝福あれ。主の御名によって来ら
れる方に』とあなたがたが言うときまで、
あなたがたは今後決してわたしを見ること
はありません」。このことばこそ、ユダヤ人
がメシアを迎える時のみ使うことばです。

反キリストの軍隊がイスラエルの民を
四方八方取り巻いている時、天に向かっ
て、彼らが民族的にメシアをお迎えするこ
とばを叫びます。「メシアであるイエス様。
主よ。あなたこそ、私たちのメシアで、神様
です」という告白です。彼らは民族的に犯
した罪を認めて、民族的に「主の御名に
よって来たる者に、祝福あれ」と叫びます。
そして、「主よ、もう一度来てください」と

そして、エルサレムの神殿だけでなく、反
キリストの偶像が全世界に設置されてい
たため、最初に主は、腐敗した第三神殿を
きよめ、世界中をきよめて行かれます。

黙示録19章9節と10節、「御使いは
私に『小羊の婚宴に招かれた者は幸いだ、
と書きなさい』と言い、また、「これは神
の真実のことばです」と言った。そこで、
私は彼を拝もうとして、その足もとにひ
れ伏した。すると、彼は私に言った。『い
けません。私は、あなたや、イエスのあ
かしを堅く保っているあなたの兄弟たち
と同じしもべです。神を拝みなさい。イ
エスのあかしは預言の霊です。』」

9節で、「小羊の婚宴に招かれた者は幸
いだ、と書きなさい」と御使いが言ってい
ます。第三神殿や世界中に置かれていた
偶像がきよめられた後、メシア王国の始
まりは婚宴から始まります。7年間の婚姻は
天国でしたが、婚宴は地上で行われます。

ホセア書に書かれていますが、「ヤー
ウェ」、「エホバ」は父なる神様で、その
奥様はユダヤ民族です。異邦人の教会は、
イエス・キリストの花嫁で、ご再臨直前
に天で婚姻が行われます。婚宴に招かれ
る者は、旧約の聖徒たち、キリストの12
使徒たち、また、バプテスマのヨハネなど、
花婿なるイエス様の友と呼ばれたユダヤ
人たちです。そして、多くのイスラエル
の民が婚宴に招かれます。彼らのほか、
大患難時代にいる聖徒たちは、第一の
復活の時に生き返る人々です。教会は第
一の復活には関わっていません。第一の
復活は、イエス様のご再臨の後で起こり
ます。一方、携挙された教会は、ご再臨
の時には主と共に雲に乗り、メシア王国
の地上にやって来ます。

10節の終りに、「イエスのあかしは預
言の霊です」と、すべての預言の基はイ
エス様であり、すべての預言がイエス・
キリストの栄光のために成就します。

懇願するでしょう。この大きな叫び声を聞
いて、再臨のイエス様がお答えになります。

ホセア書6章3節で、こう言われてい
ます。「主は暁の光のように、確かに現れ、
大雨のように、私たちのところに来、後
の雨のように、地を潤される」と。イス
ラエル民族全員の叫びで、天が開け、
主は暁の光のように現れます。最初のご
再臨の場所は、ボツラです。

マタイの福音書24章30節、「そのとき、
人の子のしるしが天に現れます。すると、
地上のあらゆる種族は、悲しみながら、
人の子が大能と輝かしい栄光を帯びて天
の雲に乗って来るのを見るのです」

暗闇の世界に光り輝く主が、多くの聖
徒たち、御使いたちと共に雲に乗って現
れます。その時、地上の人々は暗闇の中
で輝いている真の神様を見て、大患難の
時に神罰であると知っていても悔い改め
なかったことを悔いて嘆きます。

黙示録1章7節、「見よ、彼が、雲に乗っ
て来られる。すべての目、ことに彼を突き
刺した者たちが、彼を見る。地上の諸族は
みな、彼のゆえに嘆く。しかり。アーメン」

イエス様のご再臨のお姿を、地上のす
べての諸族が見る時です。近代社会では、
世界中の人々が一箇所の出来事を見るこ
とが出来るテクノロジーが発展していま
す。衛星放送を通して、すべての諸族が見
ることが出来るのです。しかし、「ことに彼
を刺し通した者たちは、彼を仰ぎ見るで
あろう」と記されているように、ボツラの中
にいるイスラエルの民は、肉眼でそのまま
イエス様を仰ぎ見ます。ご再臨がイスラエ
ルの民族的悔い改めに懸かっていますか
ら、主を信じる私たちは、イスラエルの民
のために毎日熱心に祈るべきです。

小羊の婚宴
主のご再臨によって、メシア王国が到来

します。始まりは大きな戦いが起こります。

『ハレルヤ。万物の支配者である、われら
の神である主は王となられた』」

黙示録19章1節から6節は、一般に
四つのハレルヤと呼ばれている箇所です。
ハレルヤと言うことばは、ヘブライ語で
父なる神様「ヤーウェをほめたたえよ」の
意味です。このハレルヤのみことばが詩
篇によく出てきますが、新約聖書ではこ
の箇所にしか出てきません。

1節で、「天に大群衆の大きい声のよう
なものが、こう言うのを聞いた。『ハレルヤ。
救い、栄光、力は、われらの神のもの』」と
いうこの大群衆が誰であるかは、語られ
ていませんが、神様をほめたたえている
コーラスです。2節、「神のさばきは真実で、
正しいからである。神は不品行によって地を
汚した大淫婦をさばき、ご自分のしもべたち
の血の報復を彼女にされたからである」

四つのハレルヤ（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）19章1
節から6節、「この後、私は、天に大群衆の
大きい声のようなものが、こう言うのを聞
いた。『ハレルヤ。救い、栄光、力は、われら
の神のもの。神のさばきは真実で、正しい
からである。神は不品行によって地を汚
した大淫婦をさばき、ご自分のしもべた
ちの血の報復を彼女にされたからであ
る。』 彼らは再び言った。『ハレルヤ。彼女
の煙は永遠に立ち上る。』すると、二十四
人の長老と四つの生き物はひれ伏し、御
座についておられる神を拝んで、『アーメ
ン。ハレルヤ』と言った。また、御座から声
が出て言った。『すべての、神のしもべた
ち。小さい者も大きい者も、神を恐れかし
こむ者たちよ。われらの神を賛美せよ。』
また、私は大群衆の声、大水の音、激しい
雷鳴のようなものが、こう言うのを聞いた。

今号も共に学んでまいりましょう。

出エジプト記34章7節では、神様が
「罰すべき者は必ず罰して報いる者」と
おっしゃいました。このように、みこと
ばが真実であることを、今こそ全世界の
人々が知る時です。ご自分のしもべたち
の血の報復をなさる、神様の正しい裁き
がなされるのです。

3節、「彼らは再び言った。『ハレルヤ。
彼女の煙は永遠に立ち上る』」と、破壊
されたバビロンの煙が遠くまで永遠に立
ち上り、再びハレルヤと主をほめたたえ
ています。4節で、「二十四人の長老と
四つの生き物はひれ伏し、御座について
おられる神を拝んで、『アーメン。ハレル
ヤ』と言った」、24人の長老と四つの生
き物が、神様に賛美して、三つ目のハレ
ルヤを大きな声にしています。

5節では、「また、御座から声が出て
言った。『すべての、神のしもべたち。
小さい者も大きい者も、神を恐れかしこ
む者たちよ。われらの神を賛美せよ』」と、
すべての神のしもべたちに、この賛美の
コーラスに加わり、神様をあがめるよう
に命じています。6節は、「ハレルヤ。万
物の支配者である、われらの神である主
は王となられた」とあります。神様は私
たちにとって、すでに王の王であり主の
主です。そして、この世の支配者であっ
たサタンと反キリストと偽預言者はいな
くなりました。四つ目のハレルヤは、最
高の「ハレルヤ！」の時代の到来です。

小羊の婚姻
黙示録19章7節と8節、「私たちは喜

び楽しみ、神をほめたたえよう。小羊の
婚姻の時が来て、花嫁はその用意ができ
たのだから。花嫁は、光り輝く、きよい
麻布の衣を着ることを許された。その麻
布とは、聖徒たちの正しい行いである」

7節と8節で、「小羊の婚姻の時が来て、
花嫁はその用意ができたのだから。花嫁
は、光り輝く、きよい麻布の衣を着るこ
とを許された」と述べられています。教
会はキリストの花嫁であり、いよいよ婚
姻の時が訪れました。婚姻の衣は、主
から与えられるものです。私たちは、主
の十字架の血潮によって罪赦され、義な
る者とされました。ゆえに、義なる者し
か入れない天国に入ることができるので
す。十字架の血潮によって、義なる者と
されただけではなく、私たちの正しい行
いによって、キリストの花嫁にふさわし
い者とされたのです。

古代の婚約は、親によって決められ、
長年掛けて花嫁は花婿の家に嫁ぐ者とし
て花嫁修行を重ねます。また花婿は、父
の家の敷地に花嫁を迎えるための家を、
こつこつと長年掛けて建てていきます。

ヨハネの福音書14章2節と3節、「わ
たしの父の家には、住まいがたくさんあ
ります。もしなかったら、あなたがたに
言っておいたでしょう。あなたがたのた
めに、わたしは場所を備えに行くのです。
わたしが行って、あなたがたに場所を備
えたら、また来て、あなたがたをわたし
のもとに迎えます。わたしのいる所に、
あなたがたをもおらせるためです」

このイエス様のみことばは、古代の婚
約時代を表しています。主は、私たちの
ために場所を備えてくださっているので
す。テサロニケ人への手紙 第一4章17
節に記されているように、主は私たちを
迎えに来てくださり、私たちは一瞬にし
て主と同じ栄光の姿に変えられ、空中で
主と出会うのです。これは、古代の婚約
時代と婚姻を表しています。そして私た
ちは天国で、花嫁の白い麻布の衣裳を
受け取って、婚姻が行われます。

メギドの丘近くにアフラという町があ
り、その近くに大規模な地下空軍基地が
あります。反キリストはその場所で王た
ちを集めて、「ユダヤ人問題の会議」を
開くと考えられます。

この会議が実行に移される時、反キリ
スト側に付く者たちの軍隊が世界中から
集められます。そして彼らは、「一人のユ
ダヤ人も逃すまい」と、ボツラからイスラ
エルの民を取り囲み、おびき出そうとし
ます。絶体絶命のイスラエルを助けよう
とする者はいません。

マタイの福音書24章24節から28節、
「にせキリスト、にせ預言者たちが現れて、
できれば選民をも惑わそうとして、大き
なしるしや不思議なことをして見せます。
さあ、わたしは、あなたがたに前もって
話しました。だから、たとい、『そら、
荒野にいらっしゃる』と言っても、飛び出
して行ってはいけません。『そら、へやに
いらっしゃる』と聞いても、信じてはいけ
ません。人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょ
うどそのように来るのです。死体のある
所には、はげたかが集まります」

この時、サタン、反キリスト、そして
偽預言者が世界中を激しく惑わします。
26節で、「だから、たとい、『そら、荒
野にいらっしゃる』と言っても、飛び出し
て行ってはいけません。『そら、へやにい
らっしゃる』と聞いても、信じてはいけま
せん」と、イエス様は警告されました。

「メシアが来た！」と聞くと、イスラエル
の民はボツラから飛び出したくなるかも
しれませんが、人々が選民を惑わそうと
している時であり、決して出ていっては
いけないのです。

27節で、「人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょうど

イスラエルの悔い改め
ご再臨の全体像を想像していただくた

め、ボツラに逃げ込むイスラエルの民に
ついて、振り返ってみましょう。

黙示録12章6節、「女は荒野に逃げた。
そこには、千二百六十日の間彼女を養う
ために、神によって備えられた場所があっ
た」と書かれています。ここでは「女」と呼
ばれている「イスラエルの民」が、反キリ
スト軍に追われてボツラという場所に逃
げる、大患難時代後半の預言です。ボツラ
はヨルダン国にあります。ギリシャ語では

「ペトラ」と呼ばれている、BC2世紀からの
遺跡がある世界遺産となっている所です。

この辺り一帯は、セイル山と呼ばれ、
ヤコブの兄エサウの一族が住み着いた所
で、聖書ではエドムと呼ばれていた地域
です。ヘブライ語でボツラと呼ばれる場所
は、岩ばかりの荒野ですが、神様によっ
て3年半すなわち1260日、養われます。

反キリストは、何もない岩だらけの場
所に逃げ込んだイスラエルの民を、いず
れ餓死して全滅するだろうと考えていた
のでしょう。しかし、いつまでたっても
イスラエルの民は生きているのです。そ
こで反キリスト軍は、彼らを抹殺するた
めに戦闘機で攻撃すると思われます。し
かし、神様の御手に守られているイスラ
エルの民を抹殺することはできません。

ハルマゲドン会議の集結
黙示録16章16節で、反キリストは世

界の統率者や王たちをハルマゲドンと呼
ばれる「メギドの丘」近くに集結させます。
メギドの丘のある場所は、広々としたイ
ズレエルの平原です。ナポレオンがその
場所を見て、ここは最高の戦場となり得
る場所だと言った言葉が有名です。しか
し、最終戦争はハルマゲドンで起こるの
ではありません。

最高の「ハレルヤ！」と
再臨のイエス様の到来

事前優待予約を終了しました。
多くのご予約をいただきました。御礼申し上げます。

事前優待案内予約の申し込みをされた方々には、
３月、詳細日程・内容・費用等決定次第、本予約申し込み案内等をご連絡させていただきます。
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メギドの丘と広大な平野

そのように来るのです」とイエス様は語ら
れました。主のご再臨は間違いなく暗闇
の中で、いなずまがひらめくように現れる
ので、だまされないようにと主は教えてお
られるのです。28節では、「死体のある所
には、はげたかが集まります」と主は言わ
れています。まだ救われていないユダヤ人
たちが集まっている所に、反キリストの軍
隊である「はげたか」が集まっている時の
出来事を預言しておられます。

マタイの福音書8章21節と22節、「ま
た、別のひとりの弟子がイエスにこう
言った。『主よ。まず行って、私の父を
葬ることを許してください。』ところが、
イエスは彼に言われた。『わたしについ
て来なさい。死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい』」

22節で、「死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい」と言われているよう
に、イエス・キリストを信じない者を、
主は「死人」だと言われています。また、
悔い改めていない者や、主をメシア、神
様として迎えない者たちも同様です。主
は、ボツラにいるユダヤ人を「死体」と呼
び、反キリストの軍隊を「はげたか」と呼
んでいます。

ボツラで新約聖書を学ぶ
イスラエルの民

1260日近くボツラに隠れていたイスラ
エルの民は、現在のクリスチャンによって、
この日のために隠されてきた聖書を見つ
けます。新約聖書を「悪魔の本」や「反ユ
ダヤ主義の本」だと見なしていた彼らが、
聖書を読み、学び始めたことで目も心も
目覚め、どのようなことであったのかが
理解できるようになったのです。イエス
様こそ真の神様、創造主であったことに
気付いたのです。自分たちの先祖が、イ
エス様を悪霊につかれた者としてローマ
軍に引き渡し、十字架に架けたのだと。

ボツラの中でユダヤ人は、重要な聖典
とされているタルムードや、ラビたちの
書物を学ぶのではなく、聖書そのものの
学びによって真理に目覚めていきます。
彼らは、神様が三位一体であったことを
知り、御子キリストが成し遂げてくださっ
たあがないに気付きます。

彼らの罪の赦しのために、すべての咎をイ
エス様に負わせたことに気付きました。

ホセア書6章1節と2節、「さあ、主に立
ち返ろう。主は私たちを引き裂いたが、ま
た、いやし、私たちを打ったが、また、包ん
でくださるからだ。主は二日の後、私たち
を生き返らせ、三日目に私たちを立ち上
がらせる。私たちは、御前に生きるのだ」

1節で、「さあ、主に立ち返ろう」と、イス
ラエルの民がイエス様を主として、慕い求
めています。続けて、「主は私たちを引き
裂いたが、また、いやし、私たちを打った
が、また、包んでくださるからだ」と民は主
の思いを受け取ります。メシアを拒否して
世界離散となり、ホロコーストの体験を
通過するという激しい苦しみがありまし
たが、イスラエルの民を再び約束の地に
戻してくださった主のあわれみを思い、民
の真の悔い改めが始まります。

2節で、「主は二日の後、私たちを生
き返らせ、三日目に私たちを立ち上がら
せる」、これは2日間の悔い改めを表し
ていると考えられます。イスラエルの民は、
民族的にイエス様を拒否しました。それ
ゆえ、民族的悔い改めが起こるまで、メ
シア王国の到来はありませんでした。し
かし、この2日間、民は全く飲むことも
なく食べることもなく、着物を引き裂き、
泣きわめきながら、自分たちの先祖が犯
した罪、また自分たちのイエス様に対す
る態度を思って心から悔い改めることで
しょう。この時の彼らの悔い改めの心境
が、ゼカリヤ書に預言されています。

ゼカリヤ書12章9節と10節、「その日、
わたしは、エルサレムに攻めて来るすべ
ての国々を捜して滅ぼそう。わたしは、
ダビデの家とエルサレムの住民の上に、
恵みと哀願の霊を注ぐ。彼らは、自分た
ちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひ
とり子を失って嘆くように、その者のた
めに嘆き、初子を失って激しく泣くように、
その者のために激しく泣く」

ボツラに隠れている、エルサレムの住民
だったイスラエルの民を、すべての国々が
襲ってきます。そして、民はひとり子を
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イザヤ書53章3節から6節、「彼はさげ
すまれ、人々からのけ者にされ、悲しみの
人で病を知っていた。人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった。まことに、彼は私たちの病を負い、
私たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦し
められたのだと。しかし、彼は、私たちの
そむきの罪のために刺し通され、私たち
の咎のために砕かれた。彼への懲らしめ
が私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷
によって、私たちはいやされた。私たちは
みな、羊のようにさまよい、おのおの、自
分かってな道に向かって行った。しかし、
主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた」

3節で、「彼は……人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった」とあります。イエス様は、全能
の神様であり、創造主であられるのに、
ユダヤ民族からのけ者にされ、人々が、
顔をそむけるほど、ひどく鞭打たれてさ
げすまれました。ユダヤ民族を救うため
にメシアとして現れてくださったのに、ユ
ダヤ人はイエス様をメシアとして尊ばな
かったことを彼らは悔い改めています。

4節ではこのように言われています。
「まことに、彼は私たちの病を負い、私
たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦
しめられたのだと」。イスラエルの民はイ
エス様が鞭打たれ、十字架に架けられた
ことを、イエス様自身の罪のために罰せ
られたからだろうと認識していました。
しかしこの時、イエス・キリストは自分
たちの病を負い、痛みを担ってくださっ
たのだと気付き始めます。

5節で、「彼への懲らしめが私たちに平
安をもたらし、彼の打ち傷によって、私た
ちはいやされた」とあります。イエス様の
受けられた苦しみは、彼らに平安を与える
ためであったこと、そして、鞭打たれたの
は、彼らの癒やしのためであったことを知
ります。6節では、「私たちはみな……、お
のおの、自分かってな道に向かって行った。
しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に
負わせた」と言っています。自分勝手な道
を歩み、大きな罪を犯しましたが、神様は

失ったように、初子を失ったように、嘆
き悲しみながら、自分たちが突き刺した
イエス様に向かって悔い改めています。
ひとり子を失うことや、初子を失うことは、
人としてこれ以上悲しいことはない、そ
のような嘆き悲しみをしている悔い改め
です。そして、主の成し遂げてくださっ
たあわれみ深いあがないに気付き、3日
目に立ち上がります。

マタイの福音書24章29節では、「だ
が、これらの日の苦難に続いてすぐに、
太陽は暗くなり、月は光を放たず、星は
天から落ち、天の万象は揺り動かされま
す」とあります。地上では太陽が暗くなり、
大地震が起き、35㎏もの巨大な雹が
降ってきます。天の万象が揺り動かされ
ているのです。これが大患難時代5回目
の暗闇です。恐らくイスラエルの民がい
るボツラには、光があることでしょう。

世界中が暗闇の中で恐れおののいてい
る時、神様はイスラエルの民の悔い改め
の邪魔が入らないように、世界を暗闇で
覆っているのです。この悔い改めの後、
彼らがついにイエス様に向かって、メシ
アをお迎えすることばで叫びます。

マタイの福音書23章39節で、イエス様
がおっしゃいました。「あなたがたに告げ
ます。『祝福あれ。主の御名によって来ら
れる方に』とあなたがたが言うときまで、
あなたがたは今後決してわたしを見ること
はありません」。このことばこそ、ユダヤ人
がメシアを迎える時のみ使うことばです。

反キリストの軍隊がイスラエルの民を
四方八方取り巻いている時、天に向かっ
て、彼らが民族的にメシアをお迎えするこ
とばを叫びます。「メシアであるイエス様。
主よ。あなたこそ、私たちのメシアで、神様
です」という告白です。彼らは民族的に犯
した罪を認めて、民族的に「主の御名に
よって来たる者に、祝福あれ」と叫びます。
そして、「主よ、もう一度来てください」と

そして、エルサレムの神殿だけでなく、反
キリストの偶像が全世界に設置されてい
たため、最初に主は、腐敗した第三神殿を
きよめ、世界中をきよめて行かれます。

黙示録19章9節と10節、「御使いは
私に『小羊の婚宴に招かれた者は幸いだ、
と書きなさい』と言い、また、「これは神
の真実のことばです」と言った。そこで、
私は彼を拝もうとして、その足もとにひ
れ伏した。すると、彼は私に言った。『い
けません。私は、あなたや、イエスのあ
かしを堅く保っているあなたの兄弟たち
と同じしもべです。神を拝みなさい。イ
エスのあかしは預言の霊です。』」

9節で、「小羊の婚宴に招かれた者は幸
いだ、と書きなさい」と御使いが言ってい
ます。第三神殿や世界中に置かれていた
偶像がきよめられた後、メシア王国の始
まりは婚宴から始まります。7年間の婚姻は
天国でしたが、婚宴は地上で行われます。

ホセア書に書かれていますが、「ヤー
ウェ」、「エホバ」は父なる神様で、その
奥様はユダヤ民族です。異邦人の教会は、
イエス・キリストの花嫁で、ご再臨直前
に天で婚姻が行われます。婚宴に招かれ
る者は、旧約の聖徒たち、キリストの12
使徒たち、また、バプテスマのヨハネなど、
花婿なるイエス様の友と呼ばれたユダヤ
人たちです。そして、多くのイスラエル
の民が婚宴に招かれます。彼らのほか、
大患難時代にいる聖徒たちは、第一の
復活の時に生き返る人々です。教会は第
一の復活には関わっていません。第一の
復活は、イエス様のご再臨の後で起こり
ます。一方、携挙された教会は、ご再臨
の時には主と共に雲に乗り、メシア王国
の地上にやって来ます。

10節の終りに、「イエスのあかしは預
言の霊です」と、すべての預言の基はイ
エス様であり、すべての預言がイエス・
キリストの栄光のために成就します。

懇願するでしょう。この大きな叫び声を聞
いて、再臨のイエス様がお答えになります。

ホセア書6章3節で、こう言われてい
ます。「主は暁の光のように、確かに現れ、
大雨のように、私たちのところに来、後
の雨のように、地を潤される」と。イス
ラエル民族全員の叫びで、天が開け、
主は暁の光のように現れます。最初のご
再臨の場所は、ボツラです。

マタイの福音書24章30節、「そのとき、
人の子のしるしが天に現れます。すると、
地上のあらゆる種族は、悲しみながら、
人の子が大能と輝かしい栄光を帯びて天
の雲に乗って来るのを見るのです」

暗闇の世界に光り輝く主が、多くの聖
徒たち、御使いたちと共に雲に乗って現
れます。その時、地上の人々は暗闇の中
で輝いている真の神様を見て、大患難の
時に神罰であると知っていても悔い改め
なかったことを悔いて嘆きます。

黙示録1章7節、「見よ、彼が、雲に乗っ
て来られる。すべての目、ことに彼を突き
刺した者たちが、彼を見る。地上の諸族は
みな、彼のゆえに嘆く。しかり。アーメン」

イエス様のご再臨のお姿を、地上のす
べての諸族が見る時です。近代社会では、
世界中の人々が一箇所の出来事を見るこ
とが出来るテクノロジーが発展していま
す。衛星放送を通して、すべての諸族が見
ることが出来るのです。しかし、「ことに彼
を刺し通した者たちは、彼を仰ぎ見るで
あろう」と記されているように、ボツラの中
にいるイスラエルの民は、肉眼でそのまま
イエス様を仰ぎ見ます。ご再臨がイスラエ
ルの民族的悔い改めに懸かっていますか
ら、主を信じる私たちは、イスラエルの民
のために毎日熱心に祈るべきです。

小羊の婚宴
主のご再臨によって、メシア王国が到来

します。始まりは大きな戦いが起こります。

『ハレルヤ。万物の支配者である、われら
の神である主は王となられた』」

黙示録19章1節から6節は、一般に
四つのハレルヤと呼ばれている箇所です。
ハレルヤと言うことばは、ヘブライ語で
父なる神様「ヤーウェをほめたたえよ」の
意味です。このハレルヤのみことばが詩
篇によく出てきますが、新約聖書ではこ
の箇所にしか出てきません。

1節で、「天に大群衆の大きい声のよう
なものが、こう言うのを聞いた。『ハレルヤ。
救い、栄光、力は、われらの神のもの』」と
いうこの大群衆が誰であるかは、語られ
ていませんが、神様をほめたたえている
コーラスです。2節、「神のさばきは真実で、
正しいからである。神は不品行によって地を
汚した大淫婦をさばき、ご自分のしもべたち
の血の報復を彼女にされたからである」

四つのハレルヤ（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）19章1
節から6節、「この後、私は、天に大群衆の
大きい声のようなものが、こう言うのを聞
いた。『ハレルヤ。救い、栄光、力は、われら
の神のもの。神のさばきは真実で、正しい
からである。神は不品行によって地を汚
した大淫婦をさばき、ご自分のしもべた
ちの血の報復を彼女にされたからであ
る。』 彼らは再び言った。『ハレルヤ。彼女
の煙は永遠に立ち上る。』すると、二十四
人の長老と四つの生き物はひれ伏し、御
座についておられる神を拝んで、『アーメ
ン。ハレルヤ』と言った。また、御座から声
が出て言った。『すべての、神のしもべた
ち。小さい者も大きい者も、神を恐れかし
こむ者たちよ。われらの神を賛美せよ。』
また、私は大群衆の声、大水の音、激しい
雷鳴のようなものが、こう言うのを聞いた。

出エジプト記34章7節では、神様が
「罰すべき者は必ず罰して報いる者」と
おっしゃいました。このように、みこと
ばが真実であることを、今こそ全世界の
人々が知る時です。ご自分のしもべたち
の血の報復をなさる、神様の正しい裁き
がなされるのです。

3節、「彼らは再び言った。『ハレルヤ。
彼女の煙は永遠に立ち上る』」と、破壊
されたバビロンの煙が遠くまで永遠に立
ち上り、再びハレルヤと主をほめたたえ
ています。4節で、「二十四人の長老と
四つの生き物はひれ伏し、御座について
おられる神を拝んで、『アーメン。ハレル
ヤ』と言った」、24人の長老と四つの生
き物が、神様に賛美して、三つ目のハレ
ルヤを大きな声にしています。

5節では、「また、御座から声が出て
言った。『すべての、神のしもべたち。
小さい者も大きい者も、神を恐れかしこ
む者たちよ。われらの神を賛美せよ』」と、
すべての神のしもべたちに、この賛美の
コーラスに加わり、神様をあがめるよう
に命じています。6節は、「ハレルヤ。万
物の支配者である、われらの神である主
は王となられた」とあります。神様は私
たちにとって、すでに王の王であり主の
主です。そして、この世の支配者であっ
たサタンと反キリストと偽預言者はいな
くなりました。四つ目のハレルヤは、最
高の「ハレルヤ！」の時代の到来です。

小羊の婚姻
黙示録19章7節と8節、「私たちは喜

び楽しみ、神をほめたたえよう。小羊の
婚姻の時が来て、花嫁はその用意ができ
たのだから。花嫁は、光り輝く、きよい
麻布の衣を着ることを許された。その麻
布とは、聖徒たちの正しい行いである」

7節と8節で、「小羊の婚姻の時が来て、
花嫁はその用意ができたのだから。花嫁
は、光り輝く、きよい麻布の衣を着るこ
とを許された」と述べられています。教
会はキリストの花嫁であり、いよいよ婚
姻の時が訪れました。婚姻の衣は、主
から与えられるものです。私たちは、主
の十字架の血潮によって罪赦され、義な
る者とされました。ゆえに、義なる者し
か入れない天国に入ることができるので
す。十字架の血潮によって、義なる者と
されただけではなく、私たちの正しい行
いによって、キリストの花嫁にふさわし
い者とされたのです。

古代の婚約は、親によって決められ、
長年掛けて花嫁は花婿の家に嫁ぐ者とし
て花嫁修行を重ねます。また花婿は、父
の家の敷地に花嫁を迎えるための家を、
こつこつと長年掛けて建てていきます。

ヨハネの福音書14章2節と3節、「わ
たしの父の家には、住まいがたくさんあ
ります。もしなかったら、あなたがたに
言っておいたでしょう。あなたがたのた
めに、わたしは場所を備えに行くのです。
わたしが行って、あなたがたに場所を備
えたら、また来て、あなたがたをわたし
のもとに迎えます。わたしのいる所に、
あなたがたをもおらせるためです」

このイエス様のみことばは、古代の婚
約時代を表しています。主は、私たちの
ために場所を備えてくださっているので
す。テサロニケ人への手紙 第一4章17
節に記されているように、主は私たちを
迎えに来てくださり、私たちは一瞬にし
て主と同じ栄光の姿に変えられ、空中で
主と出会うのです。これは、古代の婚約
時代と婚姻を表しています。そして私た
ちは天国で、花嫁の白い麻布の衣裳を
受け取って、婚姻が行われます。

メギドの丘近くにアフラという町があ
り、その近くに大規模な地下空軍基地が
あります。反キリストはその場所で王た
ちを集めて、「ユダヤ人問題の会議」を
開くと考えられます。

この会議が実行に移される時、反キリ
スト側に付く者たちの軍隊が世界中から
集められます。そして彼らは、「一人のユ
ダヤ人も逃すまい」と、ボツラからイスラ
エルの民を取り囲み、おびき出そうとし
ます。絶体絶命のイスラエルを助けよう
とする者はいません。

マタイの福音書24章24節から28節、
「にせキリスト、にせ預言者たちが現れて、
できれば選民をも惑わそうとして、大き
なしるしや不思議なことをして見せます。
さあ、わたしは、あなたがたに前もって
話しました。だから、たとい、『そら、
荒野にいらっしゃる』と言っても、飛び出
して行ってはいけません。『そら、へやに
いらっしゃる』と聞いても、信じてはいけ
ません。人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょ
うどそのように来るのです。死体のある
所には、はげたかが集まります」

この時、サタン、反キリスト、そして
偽預言者が世界中を激しく惑わします。
26節で、「だから、たとい、『そら、荒
野にいらっしゃる』と言っても、飛び出し
て行ってはいけません。『そら、へやにい
らっしゃる』と聞いても、信じてはいけま
せん」と、イエス様は警告されました。

「メシアが来た！」と聞くと、イスラエル
の民はボツラから飛び出したくなるかも
しれませんが、人々が選民を惑わそうと
している時であり、決して出ていっては
いけないのです。

27節で、「人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょうど

イスラエルの悔い改め
ご再臨の全体像を想像していただくた

め、ボツラに逃げ込むイスラエルの民に
ついて、振り返ってみましょう。

黙示録12章6節、「女は荒野に逃げた。
そこには、千二百六十日の間彼女を養う
ために、神によって備えられた場所があっ
た」と書かれています。ここでは「女」と呼
ばれている「イスラエルの民」が、反キリ
スト軍に追われてボツラという場所に逃
げる、大患難時代後半の預言です。ボツラ
はヨルダン国にあります。ギリシャ語では

「ペトラ」と呼ばれている、BC2世紀からの
遺跡がある世界遺産となっている所です。

この辺り一帯は、セイル山と呼ばれ、
ヤコブの兄エサウの一族が住み着いた所
で、聖書ではエドムと呼ばれていた地域
です。ヘブライ語でボツラと呼ばれる場所
は、岩ばかりの荒野ですが、神様によっ
て3年半すなわち1260日、養われます。

反キリストは、何もない岩だらけの場
所に逃げ込んだイスラエルの民を、いず
れ餓死して全滅するだろうと考えていた
のでしょう。しかし、いつまでたっても
イスラエルの民は生きているのです。そ
こで反キリスト軍は、彼らを抹殺するた
めに戦闘機で攻撃すると思われます。し
かし、神様の御手に守られているイスラ
エルの民を抹殺することはできません。

ハルマゲドン会議の集結
黙示録16章16節で、反キリストは世

界の統率者や王たちをハルマゲドンと呼
ばれる「メギドの丘」近くに集結させます。
メギドの丘のある場所は、広々としたイ
ズレエルの平原です。ナポレオンがその
場所を見て、ここは最高の戦場となり得
る場所だと言った言葉が有名です。しか
し、最終戦争はハルマゲドンで起こるの
ではありません。
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メギドの丘と広大な平野

そのように来るのです」とイエス様は語ら
れました。主のご再臨は間違いなく暗闇
の中で、いなずまがひらめくように現れる
ので、だまされないようにと主は教えてお
られるのです。28節では、「死体のある所
には、はげたかが集まります」と主は言わ
れています。まだ救われていないユダヤ人
たちが集まっている所に、反キリストの軍
隊である「はげたか」が集まっている時の
出来事を預言しておられます。

マタイの福音書8章21節と22節、「ま
た、別のひとりの弟子がイエスにこう
言った。『主よ。まず行って、私の父を
葬ることを許してください。』ところが、
イエスは彼に言われた。『わたしについ
て来なさい。死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい』」

22節で、「死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい」と言われているよう
に、イエス・キリストを信じない者を、
主は「死人」だと言われています。また、
悔い改めていない者や、主をメシア、神
様として迎えない者たちも同様です。主
は、ボツラにいるユダヤ人を「死体」と呼
び、反キリストの軍隊を「はげたか」と呼
んでいます。

ボツラで新約聖書を学ぶ
イスラエルの民

1260日近くボツラに隠れていたイスラ
エルの民は、現在のクリスチャンによって、
この日のために隠されてきた聖書を見つ
けます。新約聖書を「悪魔の本」や「反ユ
ダヤ主義の本」だと見なしていた彼らが、
聖書を読み、学び始めたことで目も心も
目覚め、どのようなことであったのかが
理解できるようになったのです。イエス
様こそ真の神様、創造主であったことに
気付いたのです。自分たちの先祖が、イ
エス様を悪霊につかれた者としてローマ
軍に引き渡し、十字架に架けたのだと。

ボツラの中でユダヤ人は、重要な聖典
とされているタルムードや、ラビたちの
書物を学ぶのではなく、聖書そのものの
学びによって真理に目覚めていきます。
彼らは、神様が三位一体であったことを
知り、御子キリストが成し遂げてくださっ
たあがないに気付きます。

彼らの罪の赦しのために、すべての咎をイ
エス様に負わせたことに気付きました。

ホセア書6章1節と2節、「さあ、主に立
ち返ろう。主は私たちを引き裂いたが、ま
た、いやし、私たちを打ったが、また、包ん
でくださるからだ。主は二日の後、私たち
を生き返らせ、三日目に私たちを立ち上
がらせる。私たちは、御前に生きるのだ」

1節で、「さあ、主に立ち返ろう」と、イス
ラエルの民がイエス様を主として、慕い求
めています。続けて、「主は私たちを引き
裂いたが、また、いやし、私たちを打った
が、また、包んでくださるからだ」と民は主
の思いを受け取ります。メシアを拒否して
世界離散となり、ホロコーストの体験を
通過するという激しい苦しみがありまし
たが、イスラエルの民を再び約束の地に
戻してくださった主のあわれみを思い、民
の真の悔い改めが始まります。

2節で、「主は二日の後、私たちを生
き返らせ、三日目に私たちを立ち上がら
せる」、これは2日間の悔い改めを表し
ていると考えられます。イスラエルの民は、
民族的にイエス様を拒否しました。それ
ゆえ、民族的悔い改めが起こるまで、メ
シア王国の到来はありませんでした。し
かし、この2日間、民は全く飲むことも
なく食べることもなく、着物を引き裂き、
泣きわめきながら、自分たちの先祖が犯
した罪、また自分たちのイエス様に対す
る態度を思って心から悔い改めることで
しょう。この時の彼らの悔い改めの心境
が、ゼカリヤ書に預言されています。

ゼカリヤ書12章9節と10節、「その日、
わたしは、エルサレムに攻めて来るすべ
ての国々を捜して滅ぼそう。わたしは、
ダビデの家とエルサレムの住民の上に、
恵みと哀願の霊を注ぐ。彼らは、自分た
ちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひ
とり子を失って嘆くように、その者のた
めに嘆き、初子を失って激しく泣くように、
その者のために激しく泣く」

ボツラに隠れている、エルサレムの住民
だったイスラエルの民を、すべての国々が
襲ってきます。そして、民はひとり子を

©israel.travel

イザヤ書53章3節から6節、「彼はさげ
すまれ、人々からのけ者にされ、悲しみの
人で病を知っていた。人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった。まことに、彼は私たちの病を負い、
私たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦し
められたのだと。しかし、彼は、私たちの
そむきの罪のために刺し通され、私たち
の咎のために砕かれた。彼への懲らしめ
が私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷
によって、私たちはいやされた。私たちは
みな、羊のようにさまよい、おのおの、自
分かってな道に向かって行った。しかし、
主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた」

3節で、「彼は……人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった」とあります。イエス様は、全能
の神様であり、創造主であられるのに、
ユダヤ民族からのけ者にされ、人々が、
顔をそむけるほど、ひどく鞭打たれてさ
げすまれました。ユダヤ民族を救うため
にメシアとして現れてくださったのに、ユ
ダヤ人はイエス様をメシアとして尊ばな
かったことを彼らは悔い改めています。

4節ではこのように言われています。
「まことに、彼は私たちの病を負い、私
たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦
しめられたのだと」。イスラエルの民はイ
エス様が鞭打たれ、十字架に架けられた
ことを、イエス様自身の罪のために罰せ
られたからだろうと認識していました。
しかしこの時、イエス・キリストは自分
たちの病を負い、痛みを担ってくださっ
たのだと気付き始めます。

5節で、「彼への懲らしめが私たちに平
安をもたらし、彼の打ち傷によって、私た
ちはいやされた」とあります。イエス様の
受けられた苦しみは、彼らに平安を与える
ためであったこと、そして、鞭打たれたの
は、彼らの癒やしのためであったことを知
ります。6節では、「私たちはみな……、お
のおの、自分かってな道に向かって行った。
しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に
負わせた」と言っています。自分勝手な道
を歩み、大きな罪を犯しましたが、神様は

失ったように、初子を失ったように、嘆
き悲しみながら、自分たちが突き刺した
イエス様に向かって悔い改めています。
ひとり子を失うことや、初子を失うことは、
人としてこれ以上悲しいことはない、そ
のような嘆き悲しみをしている悔い改め
です。そして、主の成し遂げてくださっ
たあわれみ深いあがないに気付き、3日
目に立ち上がります。

マタイの福音書24章29節では、「だ
が、これらの日の苦難に続いてすぐに、
太陽は暗くなり、月は光を放たず、星は
天から落ち、天の万象は揺り動かされま
す」とあります。地上では太陽が暗くなり、
大地震が起き、35㎏もの巨大な雹が
降ってきます。天の万象が揺り動かされ
ているのです。これが大患難時代5回目
の暗闇です。恐らくイスラエルの民がい
るボツラには、光があることでしょう。

世界中が暗闇の中で恐れおののいてい
る時、神様はイスラエルの民の悔い改め
の邪魔が入らないように、世界を暗闇で
覆っているのです。この悔い改めの後、
彼らがついにイエス様に向かって、メシ
アをお迎えすることばで叫びます。

マタイの福音書23章39節で、イエス様
がおっしゃいました。「あなたがたに告げ
ます。『祝福あれ。主の御名によって来ら
れる方に』とあなたがたが言うときまで、
あなたがたは今後決してわたしを見ること
はありません」。このことばこそ、ユダヤ人
がメシアを迎える時のみ使うことばです。

反キリストの軍隊がイスラエルの民を
四方八方取り巻いている時、天に向かっ
て、彼らが民族的にメシアをお迎えするこ
とばを叫びます。「メシアであるイエス様。
主よ。あなたこそ、私たちのメシアで、神様
です」という告白です。彼らは民族的に犯
した罪を認めて、民族的に「主の御名に
よって来たる者に、祝福あれ」と叫びます。
そして、「主よ、もう一度来てください」と

そして、エルサレムの神殿だけでなく、反
キリストの偶像が全世界に設置されてい
たため、最初に主は、腐敗した第三神殿を
きよめ、世界中をきよめて行かれます。

黙示録19章9節と10節、「御使いは
私に『小羊の婚宴に招かれた者は幸いだ、
と書きなさい』と言い、また、「これは神
の真実のことばです」と言った。そこで、
私は彼を拝もうとして、その足もとにひ
れ伏した。すると、彼は私に言った。『い
けません。私は、あなたや、イエスのあ
かしを堅く保っているあなたの兄弟たち
と同じしもべです。神を拝みなさい。イ
エスのあかしは預言の霊です。』」

9節で、「小羊の婚宴に招かれた者は幸
いだ、と書きなさい」と御使いが言ってい
ます。第三神殿や世界中に置かれていた
偶像がきよめられた後、メシア王国の始
まりは婚宴から始まります。7年間の婚姻は
天国でしたが、婚宴は地上で行われます。

ホセア書に書かれていますが、「ヤー
ウェ」、「エホバ」は父なる神様で、その
奥様はユダヤ民族です。異邦人の教会は、
イエス・キリストの花嫁で、ご再臨直前
に天で婚姻が行われます。婚宴に招かれ
る者は、旧約の聖徒たち、キリストの12
使徒たち、また、バプテスマのヨハネなど、
花婿なるイエス様の友と呼ばれたユダヤ
人たちです。そして、多くのイスラエル
の民が婚宴に招かれます。彼らのほか、
大患難時代にいる聖徒たちは、第一の
復活の時に生き返る人々です。教会は第
一の復活には関わっていません。第一の
復活は、イエス様のご再臨の後で起こり
ます。一方、携挙された教会は、ご再臨
の時には主と共に雲に乗り、メシア王国
の地上にやって来ます。

10節の終りに、「イエスのあかしは預
言の霊です」と、すべての預言の基はイ
エス様であり、すべての預言がイエス・
キリストの栄光のために成就します。

懇願するでしょう。この大きな叫び声を聞
いて、再臨のイエス様がお答えになります。

ホセア書6章3節で、こう言われてい
ます。「主は暁の光のように、確かに現れ、
大雨のように、私たちのところに来、後
の雨のように、地を潤される」と。イス
ラエル民族全員の叫びで、天が開け、
主は暁の光のように現れます。最初のご
再臨の場所は、ボツラです。

マタイの福音書24章30節、「そのとき、
人の子のしるしが天に現れます。すると、
地上のあらゆる種族は、悲しみながら、
人の子が大能と輝かしい栄光を帯びて天
の雲に乗って来るのを見るのです」

暗闇の世界に光り輝く主が、多くの聖
徒たち、御使いたちと共に雲に乗って現
れます。その時、地上の人々は暗闇の中
で輝いている真の神様を見て、大患難の
時に神罰であると知っていても悔い改め
なかったことを悔いて嘆きます。

黙示録1章7節、「見よ、彼が、雲に乗っ
て来られる。すべての目、ことに彼を突き
刺した者たちが、彼を見る。地上の諸族は
みな、彼のゆえに嘆く。しかり。アーメン」

イエス様のご再臨のお姿を、地上のす
べての諸族が見る時です。近代社会では、
世界中の人々が一箇所の出来事を見るこ
とが出来るテクノロジーが発展していま
す。衛星放送を通して、すべての諸族が見
ることが出来るのです。しかし、「ことに彼
を刺し通した者たちは、彼を仰ぎ見るで
あろう」と記されているように、ボツラの中
にいるイスラエルの民は、肉眼でそのまま
イエス様を仰ぎ見ます。ご再臨がイスラエ
ルの民族的悔い改めに懸かっていますか
ら、主を信じる私たちは、イスラエルの民
のために毎日熱心に祈るべきです。

小羊の婚宴
主のご再臨によって、メシア王国が到来

します。始まりは大きな戦いが起こります。

『ハレルヤ。万物の支配者である、われら
の神である主は王となられた』」

黙示録19章1節から6節は、一般に
四つのハレルヤと呼ばれている箇所です。
ハレルヤと言うことばは、ヘブライ語で
父なる神様「ヤーウェをほめたたえよ」の
意味です。このハレルヤのみことばが詩
篇によく出てきますが、新約聖書ではこ
の箇所にしか出てきません。

1節で、「天に大群衆の大きい声のよう
なものが、こう言うのを聞いた。『ハレルヤ。
救い、栄光、力は、われらの神のもの』」と
いうこの大群衆が誰であるかは、語られ
ていませんが、神様をほめたたえている
コーラスです。2節、「神のさばきは真実で、
正しいからである。神は不品行によって地を
汚した大淫婦をさばき、ご自分のしもべたち
の血の報復を彼女にされたからである」

四つのハレルヤ（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）19章1
節から6節、「この後、私は、天に大群衆の
大きい声のようなものが、こう言うのを聞
いた。『ハレルヤ。救い、栄光、力は、われら
の神のもの。神のさばきは真実で、正しい
からである。神は不品行によって地を汚
した大淫婦をさばき、ご自分のしもべた
ちの血の報復を彼女にされたからであ
る。』 彼らは再び言った。『ハレルヤ。彼女
の煙は永遠に立ち上る。』すると、二十四
人の長老と四つの生き物はひれ伏し、御
座についておられる神を拝んで、『アーメ
ン。ハレルヤ』と言った。また、御座から声
が出て言った。『すべての、神のしもべた
ち。小さい者も大きい者も、神を恐れかし
こむ者たちよ。われらの神を賛美せよ。』
また、私は大群衆の声、大水の音、激しい
雷鳴のようなものが、こう言うのを聞いた。

出エジプト記34章7節では、神様が
「罰すべき者は必ず罰して報いる者」と
おっしゃいました。このように、みこと
ばが真実であることを、今こそ全世界の
人々が知る時です。ご自分のしもべたち
の血の報復をなさる、神様の正しい裁き
がなされるのです。

3節、「彼らは再び言った。『ハレルヤ。
彼女の煙は永遠に立ち上る』」と、破壊
されたバビロンの煙が遠くまで永遠に立
ち上り、再びハレルヤと主をほめたたえ
ています。4節で、「二十四人の長老と
四つの生き物はひれ伏し、御座について
おられる神を拝んで、『アーメン。ハレル
ヤ』と言った」、24人の長老と四つの生
き物が、神様に賛美して、三つ目のハレ
ルヤを大きな声にしています。

5節では、「また、御座から声が出て
言った。『すべての、神のしもべたち。
小さい者も大きい者も、神を恐れかしこ
む者たちよ。われらの神を賛美せよ』」と、
すべての神のしもべたちに、この賛美の
コーラスに加わり、神様をあがめるよう
に命じています。6節は、「ハレルヤ。万
物の支配者である、われらの神である主
は王となられた」とあります。神様は私
たちにとって、すでに王の王であり主の
主です。そして、この世の支配者であっ
たサタンと反キリストと偽預言者はいな
くなりました。四つ目のハレルヤは、最
高の「ハレルヤ！」の時代の到来です。

小羊の婚姻
黙示録19章7節と8節、「私たちは喜

び楽しみ、神をほめたたえよう。小羊の
婚姻の時が来て、花嫁はその用意ができ
たのだから。花嫁は、光り輝く、きよい
麻布の衣を着ることを許された。その麻
布とは、聖徒たちの正しい行いである」

7節と8節で、「小羊の婚姻の時が来て、
花嫁はその用意ができたのだから。花嫁
は、光り輝く、きよい麻布の衣を着るこ
とを許された」と述べられています。教
会はキリストの花嫁であり、いよいよ婚
姻の時が訪れました。婚姻の衣は、主
から与えられるものです。私たちは、主
の十字架の血潮によって罪赦され、義な
る者とされました。ゆえに、義なる者し
か入れない天国に入ることができるので
す。十字架の血潮によって、義なる者と
されただけではなく、私たちの正しい行
いによって、キリストの花嫁にふさわし
い者とされたのです。

古代の婚約は、親によって決められ、
長年掛けて花嫁は花婿の家に嫁ぐ者とし
て花嫁修行を重ねます。また花婿は、父
の家の敷地に花嫁を迎えるための家を、
こつこつと長年掛けて建てていきます。

ヨハネの福音書14章2節と3節、「わ
たしの父の家には、住まいがたくさんあ
ります。もしなかったら、あなたがたに
言っておいたでしょう。あなたがたのた
めに、わたしは場所を備えに行くのです。
わたしが行って、あなたがたに場所を備
えたら、また来て、あなたがたをわたし
のもとに迎えます。わたしのいる所に、
あなたがたをもおらせるためです」

このイエス様のみことばは、古代の婚
約時代を表しています。主は、私たちの
ために場所を備えてくださっているので
す。テサロニケ人への手紙 第一4章17
節に記されているように、主は私たちを
迎えに来てくださり、私たちは一瞬にし
て主と同じ栄光の姿に変えられ、空中で
主と出会うのです。これは、古代の婚約
時代と婚姻を表しています。そして私た
ちは天国で、花嫁の白い麻布の衣裳を
受け取って、婚姻が行われます。

メギドの丘近くにアフラという町があ
り、その近くに大規模な地下空軍基地が
あります。反キリストはその場所で王た
ちを集めて、「ユダヤ人問題の会議」を
開くと考えられます。

この会議が実行に移される時、反キリ
スト側に付く者たちの軍隊が世界中から
集められます。そして彼らは、「一人のユ
ダヤ人も逃すまい」と、ボツラからイスラ
エルの民を取り囲み、おびき出そうとし
ます。絶体絶命のイスラエルを助けよう
とする者はいません。

マタイの福音書24章24節から28節、
「にせキリスト、にせ預言者たちが現れて、
できれば選民をも惑わそうとして、大き
なしるしや不思議なことをして見せます。
さあ、わたしは、あなたがたに前もって
話しました。だから、たとい、『そら、
荒野にいらっしゃる』と言っても、飛び出
して行ってはいけません。『そら、へやに
いらっしゃる』と聞いても、信じてはいけ
ません。人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょ
うどそのように来るのです。死体のある
所には、はげたかが集まります」

この時、サタン、反キリスト、そして
偽預言者が世界中を激しく惑わします。
26節で、「だから、たとい、『そら、荒
野にいらっしゃる』と言っても、飛び出し
て行ってはいけません。『そら、へやにい
らっしゃる』と聞いても、信じてはいけま
せん」と、イエス様は警告されました。

「メシアが来た！」と聞くと、イスラエル
の民はボツラから飛び出したくなるかも
しれませんが、人々が選民を惑わそうと
している時であり、決して出ていっては
いけないのです。

27節で、「人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょうど

イスラエルの悔い改め
ご再臨の全体像を想像していただくた

め、ボツラに逃げ込むイスラエルの民に
ついて、振り返ってみましょう。

黙示録12章6節、「女は荒野に逃げた。
そこには、千二百六十日の間彼女を養う
ために、神によって備えられた場所があっ
た」と書かれています。ここでは「女」と呼
ばれている「イスラエルの民」が、反キリ
スト軍に追われてボツラという場所に逃
げる、大患難時代後半の預言です。ボツラ
はヨルダン国にあります。ギリシャ語では

「ペトラ」と呼ばれている、BC2世紀からの
遺跡がある世界遺産となっている所です。

この辺り一帯は、セイル山と呼ばれ、
ヤコブの兄エサウの一族が住み着いた所
で、聖書ではエドムと呼ばれていた地域
です。ヘブライ語でボツラと呼ばれる場所
は、岩ばかりの荒野ですが、神様によっ
て3年半すなわち1260日、養われます。

反キリストは、何もない岩だらけの場
所に逃げ込んだイスラエルの民を、いず
れ餓死して全滅するだろうと考えていた
のでしょう。しかし、いつまでたっても
イスラエルの民は生きているのです。そ
こで反キリスト軍は、彼らを抹殺するた
めに戦闘機で攻撃すると思われます。し
かし、神様の御手に守られているイスラ
エルの民を抹殺することはできません。

ハルマゲドン会議の集結
黙示録16章16節で、反キリストは世

界の統率者や王たちをハルマゲドンと呼
ばれる「メギドの丘」近くに集結させます。
メギドの丘のある場所は、広々としたイ
ズレエルの平原です。ナポレオンがその
場所を見て、ここは最高の戦場となり得
る場所だと言った言葉が有名です。しか
し、最終戦争はハルマゲドンで起こるの
ではありません。
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そのように来るのです」とイエス様は語ら
れました。主のご再臨は間違いなく暗闇
の中で、いなずまがひらめくように現れる
ので、だまされないようにと主は教えてお
られるのです。28節では、「死体のある所
には、はげたかが集まります」と主は言わ
れています。まだ救われていないユダヤ人
たちが集まっている所に、反キリストの軍
隊である「はげたか」が集まっている時の
出来事を預言しておられます。

マタイの福音書8章21節と22節、「ま
た、別のひとりの弟子がイエスにこう
言った。『主よ。まず行って、私の父を
葬ることを許してください。』ところが、
イエスは彼に言われた。『わたしについ
て来なさい。死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい』」

22節で、「死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい」と言われているよう
に、イエス・キリストを信じない者を、
主は「死人」だと言われています。また、
悔い改めていない者や、主をメシア、神
様として迎えない者たちも同様です。主
は、ボツラにいるユダヤ人を「死体」と呼
び、反キリストの軍隊を「はげたか」と呼
んでいます。

ボツラで新約聖書を学ぶ
イスラエルの民

1260日近くボツラに隠れていたイスラ
エルの民は、現在のクリスチャンによって、
この日のために隠されてきた聖書を見つ
けます。新約聖書を「悪魔の本」や「反ユ
ダヤ主義の本」だと見なしていた彼らが、
聖書を読み、学び始めたことで目も心も
目覚め、どのようなことであったのかが
理解できるようになったのです。イエス
様こそ真の神様、創造主であったことに
気付いたのです。自分たちの先祖が、イ
エス様を悪霊につかれた者としてローマ
軍に引き渡し、十字架に架けたのだと。

ボツラの中でユダヤ人は、重要な聖典
とされているタルムードや、ラビたちの
書物を学ぶのではなく、聖書そのものの
学びによって真理に目覚めていきます。
彼らは、神様が三位一体であったことを
知り、御子キリストが成し遂げてくださっ
たあがないに気付きます。

彼らの罪の赦しのために、すべての咎をイ
エス様に負わせたことに気付きました。

ホセア書6章1節と2節、「さあ、主に立
ち返ろう。主は私たちを引き裂いたが、ま
た、いやし、私たちを打ったが、また、包ん
でくださるからだ。主は二日の後、私たち
を生き返らせ、三日目に私たちを立ち上
がらせる。私たちは、御前に生きるのだ」

1節で、「さあ、主に立ち返ろう」と、イス
ラエルの民がイエス様を主として、慕い求
めています。続けて、「主は私たちを引き
裂いたが、また、いやし、私たちを打った
が、また、包んでくださるからだ」と民は主
の思いを受け取ります。メシアを拒否して
世界離散となり、ホロコーストの体験を
通過するという激しい苦しみがありまし
たが、イスラエルの民を再び約束の地に
戻してくださった主のあわれみを思い、民
の真の悔い改めが始まります。

2節で、「主は二日の後、私たちを生
き返らせ、三日目に私たちを立ち上がら
せる」、これは2日間の悔い改めを表し
ていると考えられます。イスラエルの民は、
民族的にイエス様を拒否しました。それ
ゆえ、民族的悔い改めが起こるまで、メ
シア王国の到来はありませんでした。し
かし、この2日間、民は全く飲むことも
なく食べることもなく、着物を引き裂き、
泣きわめきながら、自分たちの先祖が犯
した罪、また自分たちのイエス様に対す
る態度を思って心から悔い改めることで
しょう。この時の彼らの悔い改めの心境
が、ゼカリヤ書に預言されています。

ゼカリヤ書12章9節と10節、「その日、
わたしは、エルサレムに攻めて来るすべ
ての国々を捜して滅ぼそう。わたしは、
ダビデの家とエルサレムの住民の上に、
恵みと哀願の霊を注ぐ。彼らは、自分た
ちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひ
とり子を失って嘆くように、その者のた
めに嘆き、初子を失って激しく泣くように、
その者のために激しく泣く」

ボツラに隠れている、エルサレムの住民
だったイスラエルの民を、すべての国々が
襲ってきます。そして、民はひとり子を

イザヤ書53章3節から6節、「彼はさげ
すまれ、人々からのけ者にされ、悲しみの
人で病を知っていた。人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった。まことに、彼は私たちの病を負い、
私たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦し
められたのだと。しかし、彼は、私たちの
そむきの罪のために刺し通され、私たち
の咎のために砕かれた。彼への懲らしめ
が私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷
によって、私たちはいやされた。私たちは
みな、羊のようにさまよい、おのおの、自
分かってな道に向かって行った。しかし、
主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた」

3節で、「彼は……人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった」とあります。イエス様は、全能
の神様であり、創造主であられるのに、
ユダヤ民族からのけ者にされ、人々が、
顔をそむけるほど、ひどく鞭打たれてさ
げすまれました。ユダヤ民族を救うため
にメシアとして現れてくださったのに、ユ
ダヤ人はイエス様をメシアとして尊ばな
かったことを彼らは悔い改めています。

4節ではこのように言われています。
「まことに、彼は私たちの病を負い、私
たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦
しめられたのだと」。イスラエルの民はイ
エス様が鞭打たれ、十字架に架けられた
ことを、イエス様自身の罪のために罰せ
られたからだろうと認識していました。
しかしこの時、イエス・キリストは自分
たちの病を負い、痛みを担ってくださっ
たのだと気付き始めます。

5節で、「彼への懲らしめが私たちに平
安をもたらし、彼の打ち傷によって、私た
ちはいやされた」とあります。イエス様の
受けられた苦しみは、彼らに平安を与える
ためであったこと、そして、鞭打たれたの
は、彼らの癒やしのためであったことを知
ります。6節では、「私たちはみな……、お
のおの、自分かってな道に向かって行った。
しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に
負わせた」と言っています。自分勝手な道
を歩み、大きな罪を犯しましたが、神様は

失ったように、初子を失ったように、嘆
き悲しみながら、自分たちが突き刺した
イエス様に向かって悔い改めています。
ひとり子を失うことや、初子を失うことは、
人としてこれ以上悲しいことはない、そ
のような嘆き悲しみをしている悔い改め
です。そして、主の成し遂げてくださっ
たあわれみ深いあがないに気付き、3日
目に立ち上がります。

マタイの福音書24章29節では、「だ
が、これらの日の苦難に続いてすぐに、
太陽は暗くなり、月は光を放たず、星は
天から落ち、天の万象は揺り動かされま
す」とあります。地上では太陽が暗くなり、
大地震が起き、35㎏もの巨大な雹が
降ってきます。天の万象が揺り動かされ
ているのです。これが大患難時代5回目
の暗闇です。恐らくイスラエルの民がい
るボツラには、光があることでしょう。

世界中が暗闇の中で恐れおののいてい
る時、神様はイスラエルの民の悔い改め
の邪魔が入らないように、世界を暗闇で
覆っているのです。この悔い改めの後、
彼らがついにイエス様に向かって、メシ
アをお迎えすることばで叫びます。

マタイの福音書23章39節で、イエス様
がおっしゃいました。「あなたがたに告げ
ます。『祝福あれ。主の御名によって来ら
れる方に』とあなたがたが言うときまで、
あなたがたは今後決してわたしを見ること
はありません」。このことばこそ、ユダヤ人
がメシアを迎える時のみ使うことばです。

反キリストの軍隊がイスラエルの民を
四方八方取り巻いている時、天に向かっ
て、彼らが民族的にメシアをお迎えするこ
とばを叫びます。「メシアであるイエス様。
主よ。あなたこそ、私たちのメシアで、神様
です」という告白です。彼らは民族的に犯
した罪を認めて、民族的に「主の御名に
よって来たる者に、祝福あれ」と叫びます。
そして、「主よ、もう一度来てください」と

そして、エルサレムの神殿だけでなく、反
キリストの偶像が全世界に設置されてい
たため、最初に主は、腐敗した第三神殿を
きよめ、世界中をきよめて行かれます。

黙示録19章9節と10節、「御使いは
私に『小羊の婚宴に招かれた者は幸いだ、
と書きなさい』と言い、また、「これは神
の真実のことばです」と言った。そこで、
私は彼を拝もうとして、その足もとにひ
れ伏した。すると、彼は私に言った。『い
けません。私は、あなたや、イエスのあ
かしを堅く保っているあなたの兄弟たち
と同じしもべです。神を拝みなさい。イ
エスのあかしは預言の霊です。』」

9節で、「小羊の婚宴に招かれた者は幸
いだ、と書きなさい」と御使いが言ってい
ます。第三神殿や世界中に置かれていた
偶像がきよめられた後、メシア王国の始
まりは婚宴から始まります。7年間の婚姻は
天国でしたが、婚宴は地上で行われます。

ホセア書に書かれていますが、「ヤー
ウェ」、「エホバ」は父なる神様で、その
奥様はユダヤ民族です。異邦人の教会は、
イエス・キリストの花嫁で、ご再臨直前
に天で婚姻が行われます。婚宴に招かれ
る者は、旧約の聖徒たち、キリストの12
使徒たち、また、バプテスマのヨハネなど、
花婿なるイエス様の友と呼ばれたユダヤ
人たちです。そして、多くのイスラエル
の民が婚宴に招かれます。彼らのほか、
大患難時代にいる聖徒たちは、第一の
復活の時に生き返る人々です。教会は第
一の復活には関わっていません。第一の
復活は、イエス様のご再臨の後で起こり
ます。一方、携挙された教会は、ご再臨
の時には主と共に雲に乗り、メシア王国
の地上にやって来ます。

10節の終りに、「イエスのあかしは預
言の霊です」と、すべての預言の基はイ
エス様であり、すべての預言がイエス・
キリストの栄光のために成就します。

懇願するでしょう。この大きな叫び声を聞
いて、再臨のイエス様がお答えになります。

ホセア書6章3節で、こう言われてい
ます。「主は暁の光のように、確かに現れ、
大雨のように、私たちのところに来、後
の雨のように、地を潤される」と。イス
ラエル民族全員の叫びで、天が開け、
主は暁の光のように現れます。最初のご
再臨の場所は、ボツラです。

マタイの福音書24章30節、「そのとき、
人の子のしるしが天に現れます。すると、
地上のあらゆる種族は、悲しみながら、
人の子が大能と輝かしい栄光を帯びて天
の雲に乗って来るのを見るのです」

暗闇の世界に光り輝く主が、多くの聖
徒たち、御使いたちと共に雲に乗って現
れます。その時、地上の人々は暗闇の中
で輝いている真の神様を見て、大患難の
時に神罰であると知っていても悔い改め
なかったことを悔いて嘆きます。

黙示録1章7節、「見よ、彼が、雲に乗っ
て来られる。すべての目、ことに彼を突き
刺した者たちが、彼を見る。地上の諸族は
みな、彼のゆえに嘆く。しかり。アーメン」

イエス様のご再臨のお姿を、地上のす
べての諸族が見る時です。近代社会では、
世界中の人々が一箇所の出来事を見るこ
とが出来るテクノロジーが発展していま
す。衛星放送を通して、すべての諸族が見
ることが出来るのです。しかし、「ことに彼
を刺し通した者たちは、彼を仰ぎ見るで
あろう」と記されているように、ボツラの中
にいるイスラエルの民は、肉眼でそのまま
イエス様を仰ぎ見ます。ご再臨がイスラエ
ルの民族的悔い改めに懸かっていますか
ら、主を信じる私たちは、イスラエルの民
のために毎日熱心に祈るべきです。

小羊の婚宴
主のご再臨によって、メシア王国が到来

します。始まりは大きな戦いが起こります。

『ハレルヤ。万物の支配者である、われら
の神である主は王となられた』」

黙示録19章1節から6節は、一般に
四つのハレルヤと呼ばれている箇所です。
ハレルヤと言うことばは、ヘブライ語で
父なる神様「ヤーウェをほめたたえよ」の
意味です。このハレルヤのみことばが詩
篇によく出てきますが、新約聖書ではこ
の箇所にしか出てきません。

1節で、「天に大群衆の大きい声のよう
なものが、こう言うのを聞いた。『ハレルヤ。
救い、栄光、力は、われらの神のもの』」と
いうこの大群衆が誰であるかは、語られ
ていませんが、神様をほめたたえている
コーラスです。2節、「神のさばきは真実で、
正しいからである。神は不品行によって地を
汚した大淫婦をさばき、ご自分のしもべたち
の血の報復を彼女にされたからである」

四つのハレルヤ（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）19章1
節から6節、「この後、私は、天に大群衆の
大きい声のようなものが、こう言うのを聞
いた。『ハレルヤ。救い、栄光、力は、われら
の神のもの。神のさばきは真実で、正しい
からである。神は不品行によって地を汚
した大淫婦をさばき、ご自分のしもべた
ちの血の報復を彼女にされたからであ
る。』 彼らは再び言った。『ハレルヤ。彼女
の煙は永遠に立ち上る。』すると、二十四
人の長老と四つの生き物はひれ伏し、御
座についておられる神を拝んで、『アーメ
ン。ハレルヤ』と言った。また、御座から声
が出て言った。『すべての、神のしもべた
ち。小さい者も大きい者も、神を恐れかし
こむ者たちよ。われらの神を賛美せよ。』
また、私は大群衆の声、大水の音、激しい
雷鳴のようなものが、こう言うのを聞いた。

出エジプト記34章7節では、神様が
「罰すべき者は必ず罰して報いる者」と
おっしゃいました。このように、みこと
ばが真実であることを、今こそ全世界の
人々が知る時です。ご自分のしもべたち
の血の報復をなさる、神様の正しい裁き
がなされるのです。

3節、「彼らは再び言った。『ハレルヤ。
彼女の煙は永遠に立ち上る』」と、破壊
されたバビロンの煙が遠くまで永遠に立
ち上り、再びハレルヤと主をほめたたえ
ています。4節で、「二十四人の長老と
四つの生き物はひれ伏し、御座について
おられる神を拝んで、『アーメン。ハレル
ヤ』と言った」、24人の長老と四つの生
き物が、神様に賛美して、三つ目のハレ
ルヤを大きな声にしています。

5節では、「また、御座から声が出て
言った。『すべての、神のしもべたち。
小さい者も大きい者も、神を恐れかしこ
む者たちよ。われらの神を賛美せよ』」と、
すべての神のしもべたちに、この賛美の
コーラスに加わり、神様をあがめるよう
に命じています。6節は、「ハレルヤ。万
物の支配者である、われらの神である主
は王となられた」とあります。神様は私
たちにとって、すでに王の王であり主の
主です。そして、この世の支配者であっ
たサタンと反キリストと偽預言者はいな
くなりました。四つ目のハレルヤは、最
高の「ハレルヤ！」の時代の到来です。

小羊の婚姻
黙示録19章7節と8節、「私たちは喜

び楽しみ、神をほめたたえよう。小羊の
婚姻の時が来て、花嫁はその用意ができ
たのだから。花嫁は、光り輝く、きよい
麻布の衣を着ることを許された。その麻
布とは、聖徒たちの正しい行いである」

7節と8節で、「小羊の婚姻の時が来て、
花嫁はその用意ができたのだから。花嫁
は、光り輝く、きよい麻布の衣を着るこ
とを許された」と述べられています。教
会はキリストの花嫁であり、いよいよ婚
姻の時が訪れました。婚姻の衣は、主
から与えられるものです。私たちは、主
の十字架の血潮によって罪赦され、義な
る者とされました。ゆえに、義なる者し
か入れない天国に入ることができるので
す。十字架の血潮によって、義なる者と
されただけではなく、私たちの正しい行
いによって、キリストの花嫁にふさわし
い者とされたのです。

古代の婚約は、親によって決められ、
長年掛けて花嫁は花婿の家に嫁ぐ者とし
て花嫁修行を重ねます。また花婿は、父
の家の敷地に花嫁を迎えるための家を、
こつこつと長年掛けて建てていきます。

ヨハネの福音書14章2節と3節、「わ
たしの父の家には、住まいがたくさんあ
ります。もしなかったら、あなたがたに
言っておいたでしょう。あなたがたのた
めに、わたしは場所を備えに行くのです。
わたしが行って、あなたがたに場所を備
えたら、また来て、あなたがたをわたし
のもとに迎えます。わたしのいる所に、
あなたがたをもおらせるためです」

このイエス様のみことばは、古代の婚
約時代を表しています。主は、私たちの
ために場所を備えてくださっているので
す。テサロニケ人への手紙 第一4章17
節に記されているように、主は私たちを
迎えに来てくださり、私たちは一瞬にし
て主と同じ栄光の姿に変えられ、空中で
主と出会うのです。これは、古代の婚約
時代と婚姻を表しています。そして私た
ちは天国で、花嫁の白い麻布の衣裳を
受け取って、婚姻が行われます。

メギドの丘近くにアフラという町があ
り、その近くに大規模な地下空軍基地が
あります。反キリストはその場所で王た
ちを集めて、「ユダヤ人問題の会議」を
開くと考えられます。

この会議が実行に移される時、反キリ
スト側に付く者たちの軍隊が世界中から
集められます。そして彼らは、「一人のユ
ダヤ人も逃すまい」と、ボツラからイスラ
エルの民を取り囲み、おびき出そうとし
ます。絶体絶命のイスラエルを助けよう
とする者はいません。

マタイの福音書24章24節から28節、
「にせキリスト、にせ預言者たちが現れて、
できれば選民をも惑わそうとして、大き
なしるしや不思議なことをして見せます。
さあ、わたしは、あなたがたに前もって
話しました。だから、たとい、『そら、
荒野にいらっしゃる』と言っても、飛び出
して行ってはいけません。『そら、へやに
いらっしゃる』と聞いても、信じてはいけ
ません。人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょ
うどそのように来るのです。死体のある
所には、はげたかが集まります」

この時、サタン、反キリスト、そして
偽預言者が世界中を激しく惑わします。
26節で、「だから、たとい、『そら、荒
野にいらっしゃる』と言っても、飛び出し
て行ってはいけません。『そら、へやにい
らっしゃる』と聞いても、信じてはいけま
せん」と、イエス様は警告されました。

「メシアが来た！」と聞くと、イスラエル
の民はボツラから飛び出したくなるかも
しれませんが、人々が選民を惑わそうと
している時であり、決して出ていっては
いけないのです。

27節で、「人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょうど

イスラエルの悔い改め
ご再臨の全体像を想像していただくた

め、ボツラに逃げ込むイスラエルの民に
ついて、振り返ってみましょう。

黙示録12章6節、「女は荒野に逃げた。
そこには、千二百六十日の間彼女を養う
ために、神によって備えられた場所があっ
た」と書かれています。ここでは「女」と呼
ばれている「イスラエルの民」が、反キリ
スト軍に追われてボツラという場所に逃
げる、大患難時代後半の預言です。ボツラ
はヨルダン国にあります。ギリシャ語では

「ペトラ」と呼ばれている、BC2世紀からの
遺跡がある世界遺産となっている所です。

この辺り一帯は、セイル山と呼ばれ、
ヤコブの兄エサウの一族が住み着いた所
で、聖書ではエドムと呼ばれていた地域
です。ヘブライ語でボツラと呼ばれる場所
は、岩ばかりの荒野ですが、神様によっ
て3年半すなわち1260日、養われます。

反キリストは、何もない岩だらけの場
所に逃げ込んだイスラエルの民を、いず
れ餓死して全滅するだろうと考えていた
のでしょう。しかし、いつまでたっても
イスラエルの民は生きているのです。そ
こで反キリスト軍は、彼らを抹殺するた
めに戦闘機で攻撃すると思われます。し
かし、神様の御手に守られているイスラ
エルの民を抹殺することはできません。

ハルマゲドン会議の集結
黙示録16章16節で、反キリストは世

界の統率者や王たちをハルマゲドンと呼
ばれる「メギドの丘」近くに集結させます。
メギドの丘のある場所は、広々としたイ
ズレエルの平原です。ナポレオンがその
場所を見て、ここは最高の戦場となり得
る場所だと言った言葉が有名です。しか
し、最終戦争はハルマゲドンで起こるの
ではありません。

God’s Plan. God’s Vision. God’s Dream.

神様が愛される日本を
オメガも愛し続けます

2023年3月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

尊い王なる主の御名を心より賛美します。

2023年2月現在、日本全国各地において、栄子・スティーブンス師による日本縦断講演・セミナーが開催されて
います。来月号にて改めてご報告させていただけます。

これまでの長い時代を経て、世界そして日本において、国々の垣根を越えて神の愛と神のことばは人々に宣べ伝え
られてきました。今もこの時代、一分一秒途切れることなく、皆様の尊い日本へのとりなしの祈りが捧げられ、
続けられています。

祈りの種は、時が来ると花を咲かせ、やがて大木に成長するように、必ず日本への神の愛、宣教の業は、神の
栄光を表すことになると信じます。

オメガも、神のことばを宣べ伝える使命と役割を果たし続ける恵みが与えられ、日本のキリストの体の一部となり、
一つの石として献身した歩みを続ける喜びと感謝をもって、主の栄光の御名を賛美します。
「主が来られる日に備えてみことばを宣べ伝えましょう！」、栄子・スティーブンス師が日本各地を訪れる時、ただただ

「神様が日本を愛されたように、私も日本を愛したい！」という神の愛と献身があります。そして、日本のリバイバル
への夢を抱いて、今年からスタートした日本列島縦断講演が行われています。

また、日本CGNTV『シャロームイスラエルI＆Ⅱ』の番組制作の企画の際に、CGN放送局の創始者ハ・ヨンジョ
牧師の日本への信仰と献身には、大きな感謝と感動を受けました。日本の救いに命を懸けてくださった師の、

『神が愛される日本を私も愛した』（ツラノ出版）という著作があります。
そして同じ日本宣教への想いをもって、アメリカ在住の栄子・スティーブンス師とご主人の故ビル師が、交通費

などすべての必要を捧げて番組制作を全面協力すると決断してくださいました。来日時には動画収録を行い、シリーズで
合計60本の番組制作（現在70本以上）を行い、現在も各地域の講演先で多くの方々から大変ご好評頂き、励ましの
お声掛けを頂いています。どうもありがとうございます。

このたび、オメガの活動部門（各ミニストリー）をまとめて表にしています。皆様の祈りによって、難解で敬遠
されがちなヨハネの黙示録や終末論セミナーの分かりやすい教材出版もご好評頂いております。今年、ツアー部門
も再開いたしました。すべての部門の必要性が増しており、これからの時代に備え、オメガの体も成長し続けて
まいります。どうぞ引き続き、すべての活動、企画への啓示や油注ぎ、あらゆる必要が満たされますよう覚えてお祈り
ください。どうぞよろしくお願い申し上げます。神様が愛される日本をオメガも愛し続け、一歩一歩、今月も主と共に
歩んでまいります。

2023年、主のご栄光が日本全国の教会を通して、その地域の上に輝き、主のご臨在が、私たちの愛する日本の上に
豊かにあふれますよう心よりお祈り申し上げます。
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イスラエルに行きたい……。エルサレムを見てみたい！
子どものころから考古学が大好きで世界中の遺跡に興味を

持っていた私にとって、イスラエルは「世界遺産」の中で
ひときわ

一際光り
輝く存在でした。どういうわけか、大人になったら世界中の世界
遺産を巡るんだ。中でもエルサレムは、絶対行かなければならな
い街だ！と思っていました。

中学時代にイエス様を信じた私は、大人になる手前で教会に
つまず

躓き、荒野をさまよう
ほうとう

放蕩羊となり、“単なる世界遺産を巡ること”
にワクワクしながら毎年の長期休暇に世界を飛び回っていました。
放蕩中でも、聖書を少しずつ読み、大好きな主に一方的に愛

を叫んでおりました。そして「これでいいのだ」と、自分に言い聞
かせていました。心の奥では「こんな私を主が愛してくれるわけな
い」と勝手に思い込み、自分が神様のデザインによって編み出され、
神様は私にご計画をお持ちでおられること、最初から愛してくだ
さっていることに

ふた

蓋をして見ないふりをしていました。本当に、私
は荒野を強がってほっつき歩く、寂しがり屋の羊でありました。

そんな中、いろいろなご縁（ここを語ると本が書けるくらい長くな
るので割愛しますが！）で、ぎゅぎゅぎゅ～～っと神様の家族に戻
され、神様にずっと愛されていたことを涙と共に再認識するに至り
ました。感謝しかありません。
「さぁ、これから天のお父様のために、今までしてこなかった分、
精一杯働こう！」とワクワクがあふれ出て喜びに震えていた時に、
コロナ禍が襲ってきて世界中の時が止まりました。
喜びの絶頂でほっぺたをビタ～～ンと叩かれたような、心の底

からじわじわと灰色の不安が広がってきました。まさに、「何てこ
とだ！」と叫びたくなるような気持ちの急降下、意気消沈でした。

新型コロナウイルスのアウトブレイクから3年が過ぎ、世界を
襲ったコロナ禍が何だったのか、

ぜんぼう

全貌が理解できてきた今、冷
静に考えると、私にとってこの“コロナ騒動”が、なんという絶妙

なタイミングで起きたのか！と驚きと感謝をもって振り返ることがで
きる時間でした。当時、会社から完全テレワークを言い渡された
私は、不安の中、在宅で仕事する合間にYouTubeで（苦笑）聖
書を学びまくりました。また、神様の家族である仲間とたくさん語
らう時間を頂きました。愛にあふれた語らいの中で、私は強めら
れました。生き返った実感がありました。世界中が恐怖におのの
いたCovid-19のおかげで、私はすっかり変えられ、恐怖から解
放され、強められた神様のしもべ、戦士（な気分です）となったの
でした。

もう一度言います。
コロナ禍のおかげで「聖書が預言書」であり神様からのラブレ
ターであるということがしっかり理解できました。旧約時代の預言
者が、そして、イエス様が“多くの日が過ぎてから起こること”につ
いて語っていたことが次 と々成就していることを歴史が検証してく
れていることに感動しました。歴史だけではなく、現代科学によっ
ても聖書の正しさが証明される時代に、タイミングよく生まれてこ
られたことに感謝しつつ、クリスチャンの人口が1パーセントしか

いないと言われるこの日本に、今いる私たちが神様のためにやら
なければならないことは、多いのだと確信を持つようになりました。
ハレルヤ。

私が生まれた1967年に起きた第三次中東戦争でエルサレムの
主権をイスラエルが奪還し、ルカによる福音書21章24節でイエ
ス様が言った預言「……異邦人の時代が完了するまで、エルサ
レムは異邦人に踏み荒らされる」が成就しました。「異邦人の時
代が完了」したのです。

そして皆さんご存じの通り、「わたしは東から、あなたの子孫を
来させ、西から、あなたを集める。わたしは、北に向かって『引
き渡せ』と言い、南に向かって『引き止めるな』と言う。わたしの
子らを遠くから来させ、わたしの娘らを地の果てから来させよ」（イ
ザ43:5～6）の成就が起こりました。今のエルサレムは、「……剣
の恐れから解放され、多くの民の中から集められた民がいる。彼
らは多くの民の中から連れ出されて、今は皆、安らかに暮らして
いる」（エゼ38:8）状態ですね。
神様による、壮大な人類救済のストーリーのクライマックスが

始まろうとしているように感じられます。AD70年にローマ帝国に
よって破壊されたエルサレムから、2千年近い時を経て、エレミ
ヤに語られ、ダニエルが気付いた70週のうち、残された最後の
１週に向けての時計の針が、まさに動き出そうとカウントダウンに
入っているのです。

新年早々、シロアムの池の発掘現場が一般に公開されたという
ニュースが飛び込んできました。これはイスラエルの考古学庁、
イスラエル国立公園、ダビデの町が共同で発表したものです。
完全に発掘が終わった時のイメージ動画もネット上には公開され
ていて、神殿の丘へと続く巡礼の道もあり心が躍りました。
イエス様がいらした第二神殿があった時代には、このシロアム
の池は、神殿の丘へ巡礼に行く人々が罪を言い表し、身をきよ
めるために水に入る「ミクベ」として利用していたと言われています。
「昔、シロアムの池として公開されていた場所は、大変狭く、多く
の巡礼者がどうやってここで沐浴したのだろう？と疑問に思ったけ
ど、今回公開されたシロアムの池の写真を見て、納得できた。大
変広くて多くの人が一度に沐浴するのに十分な広さだ。行ってみ
たい！」とイスラエルに行ったことのある友人が興奮気味に語って
いました。

シロアムの池は、ヨハネによる福音書9章で生まれつきの盲人を
癒やされた話で登場します。「イエスは地面に唾をし、唾で土を
こねてその人の目にお塗りになった。そして『シロアムの池に行って
洗いなさい』と言われた。そこで、彼は行って洗い、目が見える
ようになって、帰って来た」（ヨハ9:6～7）
この池で身をきよめた人々は、池から神殿の丘に向かって伸び
る巡礼の道を上っていったそうです。ここも、現在発掘が急ピッ
チで進められていて、近い将来、観光客に公開されるとのこと。
実際にイエス様が盲人の目を開いた池、弟子と歩かれた巡礼の
道……。行ってみたいし、見てみたいですよね。

「終わりの日に主の神殿の山は、山々の頭として堅く立ち、どの
峰よりも高くそびえる。国々はこぞって大河のようにそこに向かい
多くの民が来て言う。『主の山に登り、ヤコブの神の家に行こう。

主はわたしたちに道を示される。わたしたちはその道を歩もう』と」
（イザ2:2～3）は、この歴史的遺構の発見と再建を伝えているの
かもと、私は、勝手に興奮してしまいました。シロアムから神殿の
丘に延びる巡礼の道の発掘が進み、多くの民が主の道を歩むの
です。ハレルヤ。そうなったら、私はその多くの民の中の一人に
必ずなります！アーメン。

昨年末、私は、2022年11月に出版された栄子・スティーブン
ス先生のご著書、『主の例祭からの考察－イスラエルの例祭を知
ると「イエス・キリスト」が見えてくる－』を手に取り、震えながら一
気に読みました。旧約聖書も新約聖書も、この「イスラエルの例
祭」及び、ユダヤの人々のしきたりを理解して初めて合点がいくこ
とがたくさんあります。ますます聖書を読み直すことが楽しくなり、
神様が私たちのためにご用意くださっている多くのことに感動しな
いではいられません。特に終わりの時に住む私たちにとって、イス
ラエルの婚礼から分かる携挙の解説。何という恵みでしょうか。
（皆さんも、この本を必ず手に取って、読んでくださいね、絶対
興奮します！）
日本の社会は、新型コロナウイルスの恐怖におびえ、世界がマ

スクを外しているのに、大多数が、一人で外を歩く若者ですらマ
スクを外せないでいます。経済は疲弊し、物価は上がり、多くの
生活困難家庭を生み出し自殺者が増えています。世界に目をや
ると戦争、巨大地震、新たな疫病、自然破壊、貧困の拡大……。
何と生きにくい世界になってきたことでしょうか。

こんな時だからこそ、私たちは立ち上がらなければならないと思
います。神様のGoodNewsを一人でも多くの人に伝えなければな
りません。そんな思いに駆り立てられています。
数少ない日本のレムナントである私たちには、もうあまり時間が
残されていないのかもしれません。イスラエルから出てくるニュース
や世界情勢から目が離せませんし、まだ実際にイスラエルに行っ
たことがない私は、今年こそは、何があってもイスラエルとヨルダ
ン「ペトラ」に行かなければ！と焦燥感に駆り立てられています。そ
う、今年こそは、イスラエルに行かなければ！聖書の世界を自分
の目で見なければ！携挙の前に、イスラエルとペトラを見なければ。
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今いる私たちが神様のために
やらなければならないことは、多いのだと

神様による、
壮大な人類救済のストーリーのクライマックスが
始まろうとしているように感じられます。
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そのように来るのです」とイエス様は語ら
れました。主のご再臨は間違いなく暗闇
の中で、いなずまがひらめくように現れる
ので、だまされないようにと主は教えてお
られるのです。28節では、「死体のある所
には、はげたかが集まります」と主は言わ
れています。まだ救われていないユダヤ人
たちが集まっている所に、反キリストの軍
隊である「はげたか」が集まっている時の
出来事を預言しておられます。

マタイの福音書8章21節と22節、「ま
た、別のひとりの弟子がイエスにこう
言った。『主よ。まず行って、私の父を
葬ることを許してください。』ところが、
イエスは彼に言われた。『わたしについ
て来なさい。死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい』」

22節で、「死人たちに彼らの中の死人
たちを葬らせなさい」と言われているよう
に、イエス・キリストを信じない者を、
主は「死人」だと言われています。また、
悔い改めていない者や、主をメシア、神
様として迎えない者たちも同様です。主
は、ボツラにいるユダヤ人を「死体」と呼
び、反キリストの軍隊を「はげたか」と呼
んでいます。

ボツラで新約聖書を学ぶ
イスラエルの民

1260日近くボツラに隠れていたイスラ
エルの民は、現在のクリスチャンによって、
この日のために隠されてきた聖書を見つ
けます。新約聖書を「悪魔の本」や「反ユ
ダヤ主義の本」だと見なしていた彼らが、
聖書を読み、学び始めたことで目も心も
目覚め、どのようなことであったのかが
理解できるようになったのです。イエス
様こそ真の神様、創造主であったことに
気付いたのです。自分たちの先祖が、イ
エス様を悪霊につかれた者としてローマ
軍に引き渡し、十字架に架けたのだと。

ボツラの中でユダヤ人は、重要な聖典
とされているタルムードや、ラビたちの
書物を学ぶのではなく、聖書そのものの
学びによって真理に目覚めていきます。
彼らは、神様が三位一体であったことを
知り、御子キリストが成し遂げてくださっ
たあがないに気付きます。

彼らの罪の赦しのために、すべての咎をイ
エス様に負わせたことに気付きました。

ホセア書6章1節と2節、「さあ、主に立
ち返ろう。主は私たちを引き裂いたが、ま
た、いやし、私たちを打ったが、また、包ん
でくださるからだ。主は二日の後、私たち
を生き返らせ、三日目に私たちを立ち上
がらせる。私たちは、御前に生きるのだ」

1節で、「さあ、主に立ち返ろう」と、イス
ラエルの民がイエス様を主として、慕い求
めています。続けて、「主は私たちを引き
裂いたが、また、いやし、私たちを打った
が、また、包んでくださるからだ」と民は主
の思いを受け取ります。メシアを拒否して
世界離散となり、ホロコーストの体験を
通過するという激しい苦しみがありまし
たが、イスラエルの民を再び約束の地に
戻してくださった主のあわれみを思い、民
の真の悔い改めが始まります。

2節で、「主は二日の後、私たちを生
き返らせ、三日目に私たちを立ち上がら
せる」、これは2日間の悔い改めを表し
ていると考えられます。イスラエルの民は、
民族的にイエス様を拒否しました。それ
ゆえ、民族的悔い改めが起こるまで、メ
シア王国の到来はありませんでした。し
かし、この2日間、民は全く飲むことも
なく食べることもなく、着物を引き裂き、
泣きわめきながら、自分たちの先祖が犯
した罪、また自分たちのイエス様に対す
る態度を思って心から悔い改めることで
しょう。この時の彼らの悔い改めの心境
が、ゼカリヤ書に預言されています。

ゼカリヤ書12章9節と10節、「その日、
わたしは、エルサレムに攻めて来るすべ
ての国々を捜して滅ぼそう。わたしは、
ダビデの家とエルサレムの住民の上に、
恵みと哀願の霊を注ぐ。彼らは、自分た
ちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひ
とり子を失って嘆くように、その者のた
めに嘆き、初子を失って激しく泣くように、
その者のために激しく泣く」

ボツラに隠れている、エルサレムの住民
だったイスラエルの民を、すべての国々が
襲ってきます。そして、民はひとり子を

イザヤ書53章3節から6節、「彼はさげ
すまれ、人々からのけ者にされ、悲しみの
人で病を知っていた。人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった。まことに、彼は私たちの病を負い、
私たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦し
められたのだと。しかし、彼は、私たちの
そむきの罪のために刺し通され、私たち
の咎のために砕かれた。彼への懲らしめ
が私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷
によって、私たちはいやされた。私たちは
みな、羊のようにさまよい、おのおの、自
分かってな道に向かって行った。しかし、
主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた」

3節で、「彼は……人が顔をそむける
ほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばな
かった」とあります。イエス様は、全能
の神様であり、創造主であられるのに、
ユダヤ民族からのけ者にされ、人々が、
顔をそむけるほど、ひどく鞭打たれてさ
げすまれました。ユダヤ民族を救うため
にメシアとして現れてくださったのに、ユ
ダヤ人はイエス様をメシアとして尊ばな
かったことを彼らは悔い改めています。

4節ではこのように言われています。
「まことに、彼は私たちの病を負い、私
たちの痛みをになった。だが、私たちは
思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦
しめられたのだと」。イスラエルの民はイ
エス様が鞭打たれ、十字架に架けられた
ことを、イエス様自身の罪のために罰せ
られたからだろうと認識していました。
しかしこの時、イエス・キリストは自分
たちの病を負い、痛みを担ってくださっ
たのだと気付き始めます。

5節で、「彼への懲らしめが私たちに平
安をもたらし、彼の打ち傷によって、私た
ちはいやされた」とあります。イエス様の
受けられた苦しみは、彼らに平安を与える
ためであったこと、そして、鞭打たれたの
は、彼らの癒やしのためであったことを知
ります。6節では、「私たちはみな……、お
のおの、自分かってな道に向かって行った。
しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に
負わせた」と言っています。自分勝手な道
を歩み、大きな罪を犯しましたが、神様は

失ったように、初子を失ったように、嘆
き悲しみながら、自分たちが突き刺した
イエス様に向かって悔い改めています。
ひとり子を失うことや、初子を失うことは、
人としてこれ以上悲しいことはない、そ
のような嘆き悲しみをしている悔い改め
です。そして、主の成し遂げてくださっ
たあわれみ深いあがないに気付き、3日
目に立ち上がります。

マタイの福音書24章29節では、「だ
が、これらの日の苦難に続いてすぐに、
太陽は暗くなり、月は光を放たず、星は
天から落ち、天の万象は揺り動かされま
す」とあります。地上では太陽が暗くなり、
大地震が起き、35㎏もの巨大な雹が
降ってきます。天の万象が揺り動かされ
ているのです。これが大患難時代5回目
の暗闇です。恐らくイスラエルの民がい
るボツラには、光があることでしょう。

世界中が暗闇の中で恐れおののいてい
る時、神様はイスラエルの民の悔い改め
の邪魔が入らないように、世界を暗闇で
覆っているのです。この悔い改めの後、
彼らがついにイエス様に向かって、メシ
アをお迎えすることばで叫びます。

マタイの福音書23章39節で、イエス様
がおっしゃいました。「あなたがたに告げ
ます。『祝福あれ。主の御名によって来ら
れる方に』とあなたがたが言うときまで、
あなたがたは今後決してわたしを見ること
はありません」。このことばこそ、ユダヤ人
がメシアを迎える時のみ使うことばです。

反キリストの軍隊がイスラエルの民を
四方八方取り巻いている時、天に向かっ
て、彼らが民族的にメシアをお迎えするこ
とばを叫びます。「メシアであるイエス様。
主よ。あなたこそ、私たちのメシアで、神様
です」という告白です。彼らは民族的に犯
した罪を認めて、民族的に「主の御名に
よって来たる者に、祝福あれ」と叫びます。
そして、「主よ、もう一度来てください」と

そして、エルサレムの神殿だけでなく、反
キリストの偶像が全世界に設置されてい
たため、最初に主は、腐敗した第三神殿を
きよめ、世界中をきよめて行かれます。

黙示録19章9節と10節、「御使いは
私に『小羊の婚宴に招かれた者は幸いだ、
と書きなさい』と言い、また、「これは神
の真実のことばです」と言った。そこで、
私は彼を拝もうとして、その足もとにひ
れ伏した。すると、彼は私に言った。『い
けません。私は、あなたや、イエスのあ
かしを堅く保っているあなたの兄弟たち
と同じしもべです。神を拝みなさい。イ
エスのあかしは預言の霊です。』」

9節で、「小羊の婚宴に招かれた者は幸
いだ、と書きなさい」と御使いが言ってい
ます。第三神殿や世界中に置かれていた
偶像がきよめられた後、メシア王国の始
まりは婚宴から始まります。7年間の婚姻は
天国でしたが、婚宴は地上で行われます。

ホセア書に書かれていますが、「ヤー
ウェ」、「エホバ」は父なる神様で、その
奥様はユダヤ民族です。異邦人の教会は、
イエス・キリストの花嫁で、ご再臨直前
に天で婚姻が行われます。婚宴に招かれ
る者は、旧約の聖徒たち、キリストの12
使徒たち、また、バプテスマのヨハネなど、
花婿なるイエス様の友と呼ばれたユダヤ
人たちです。そして、多くのイスラエル
の民が婚宴に招かれます。彼らのほか、
大患難時代にいる聖徒たちは、第一の
復活の時に生き返る人々です。教会は第
一の復活には関わっていません。第一の
復活は、イエス様のご再臨の後で起こり
ます。一方、携挙された教会は、ご再臨
の時には主と共に雲に乗り、メシア王国
の地上にやって来ます。

10節の終りに、「イエスのあかしは預
言の霊です」と、すべての預言の基はイ
エス様であり、すべての預言がイエス・
キリストの栄光のために成就します。

懇願するでしょう。この大きな叫び声を聞
いて、再臨のイエス様がお答えになります。

ホセア書6章3節で、こう言われてい
ます。「主は暁の光のように、確かに現れ、
大雨のように、私たちのところに来、後
の雨のように、地を潤される」と。イス
ラエル民族全員の叫びで、天が開け、
主は暁の光のように現れます。最初のご
再臨の場所は、ボツラです。

マタイの福音書24章30節、「そのとき、
人の子のしるしが天に現れます。すると、
地上のあらゆる種族は、悲しみながら、
人の子が大能と輝かしい栄光を帯びて天
の雲に乗って来るのを見るのです」

暗闇の世界に光り輝く主が、多くの聖
徒たち、御使いたちと共に雲に乗って現
れます。その時、地上の人々は暗闇の中
で輝いている真の神様を見て、大患難の
時に神罰であると知っていても悔い改め
なかったことを悔いて嘆きます。

黙示録1章7節、「見よ、彼が、雲に乗っ
て来られる。すべての目、ことに彼を突き
刺した者たちが、彼を見る。地上の諸族は
みな、彼のゆえに嘆く。しかり。アーメン」

イエス様のご再臨のお姿を、地上のす
べての諸族が見る時です。近代社会では、
世界中の人々が一箇所の出来事を見るこ
とが出来るテクノロジーが発展していま
す。衛星放送を通して、すべての諸族が見
ることが出来るのです。しかし、「ことに彼
を刺し通した者たちは、彼を仰ぎ見るで
あろう」と記されているように、ボツラの中
にいるイスラエルの民は、肉眼でそのまま
イエス様を仰ぎ見ます。ご再臨がイスラエ
ルの民族的悔い改めに懸かっていますか
ら、主を信じる私たちは、イスラエルの民
のために毎日熱心に祈るべきです。

小羊の婚宴
主のご再臨によって、メシア王国が到来

します。始まりは大きな戦いが起こります。

『ハレルヤ。万物の支配者である、われら
の神である主は王となられた』」

黙示録19章1節から6節は、一般に
四つのハレルヤと呼ばれている箇所です。
ハレルヤと言うことばは、ヘブライ語で
父なる神様「ヤーウェをほめたたえよ」の
意味です。このハレルヤのみことばが詩
篇によく出てきますが、新約聖書ではこ
の箇所にしか出てきません。

1節で、「天に大群衆の大きい声のよう
なものが、こう言うのを聞いた。『ハレルヤ。
救い、栄光、力は、われらの神のもの』」と
いうこの大群衆が誰であるかは、語られ
ていませんが、神様をほめたたえている
コーラスです。2節、「神のさばきは真実で、
正しいからである。神は不品行によって地を
汚した大淫婦をさばき、ご自分のしもべたち
の血の報復を彼女にされたからである」

四つのハレルヤ（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）19章1
節から6節、「この後、私は、天に大群衆の
大きい声のようなものが、こう言うのを聞
いた。『ハレルヤ。救い、栄光、力は、われら
の神のもの。神のさばきは真実で、正しい
からである。神は不品行によって地を汚
した大淫婦をさばき、ご自分のしもべた
ちの血の報復を彼女にされたからであ
る。』 彼らは再び言った。『ハレルヤ。彼女
の煙は永遠に立ち上る。』すると、二十四
人の長老と四つの生き物はひれ伏し、御
座についておられる神を拝んで、『アーメ
ン。ハレルヤ』と言った。また、御座から声
が出て言った。『すべての、神のしもべた
ち。小さい者も大きい者も、神を恐れかし
こむ者たちよ。われらの神を賛美せよ。』
また、私は大群衆の声、大水の音、激しい
雷鳴のようなものが、こう言うのを聞いた。

出エジプト記34章7節では、神様が
「罰すべき者は必ず罰して報いる者」と
おっしゃいました。このように、みこと
ばが真実であることを、今こそ全世界の
人々が知る時です。ご自分のしもべたち
の血の報復をなさる、神様の正しい裁き
がなされるのです。

3節、「彼らは再び言った。『ハレルヤ。
彼女の煙は永遠に立ち上る』」と、破壊
されたバビロンの煙が遠くまで永遠に立
ち上り、再びハレルヤと主をほめたたえ
ています。4節で、「二十四人の長老と
四つの生き物はひれ伏し、御座について
おられる神を拝んで、『アーメン。ハレル
ヤ』と言った」、24人の長老と四つの生
き物が、神様に賛美して、三つ目のハレ
ルヤを大きな声にしています。

5節では、「また、御座から声が出て
言った。『すべての、神のしもべたち。
小さい者も大きい者も、神を恐れかしこ
む者たちよ。われらの神を賛美せよ』」と、
すべての神のしもべたちに、この賛美の
コーラスに加わり、神様をあがめるよう
に命じています。6節は、「ハレルヤ。万
物の支配者である、われらの神である主
は王となられた」とあります。神様は私
たちにとって、すでに王の王であり主の
主です。そして、この世の支配者であっ
たサタンと反キリストと偽預言者はいな
くなりました。四つ目のハレルヤは、最
高の「ハレルヤ！」の時代の到来です。

小羊の婚姻
黙示録19章7節と8節、「私たちは喜

び楽しみ、神をほめたたえよう。小羊の
婚姻の時が来て、花嫁はその用意ができ
たのだから。花嫁は、光り輝く、きよい
麻布の衣を着ることを許された。その麻
布とは、聖徒たちの正しい行いである」

7節と8節で、「小羊の婚姻の時が来て、
花嫁はその用意ができたのだから。花嫁
は、光り輝く、きよい麻布の衣を着るこ
とを許された」と述べられています。教
会はキリストの花嫁であり、いよいよ婚
姻の時が訪れました。婚姻の衣は、主
から与えられるものです。私たちは、主
の十字架の血潮によって罪赦され、義な
る者とされました。ゆえに、義なる者し
か入れない天国に入ることができるので
す。十字架の血潮によって、義なる者と
されただけではなく、私たちの正しい行
いによって、キリストの花嫁にふさわし
い者とされたのです。

古代の婚約は、親によって決められ、
長年掛けて花嫁は花婿の家に嫁ぐ者とし
て花嫁修行を重ねます。また花婿は、父
の家の敷地に花嫁を迎えるための家を、
こつこつと長年掛けて建てていきます。

ヨハネの福音書14章2節と3節、「わ
たしの父の家には、住まいがたくさんあ
ります。もしなかったら、あなたがたに
言っておいたでしょう。あなたがたのた
めに、わたしは場所を備えに行くのです。
わたしが行って、あなたがたに場所を備
えたら、また来て、あなたがたをわたし
のもとに迎えます。わたしのいる所に、
あなたがたをもおらせるためです」

このイエス様のみことばは、古代の婚
約時代を表しています。主は、私たちの
ために場所を備えてくださっているので
す。テサロニケ人への手紙 第一4章17
節に記されているように、主は私たちを
迎えに来てくださり、私たちは一瞬にし
て主と同じ栄光の姿に変えられ、空中で
主と出会うのです。これは、古代の婚約
時代と婚姻を表しています。そして私た
ちは天国で、花嫁の白い麻布の衣裳を
受け取って、婚姻が行われます。

メギドの丘近くにアフラという町があ
り、その近くに大規模な地下空軍基地が
あります。反キリストはその場所で王た
ちを集めて、「ユダヤ人問題の会議」を
開くと考えられます。

この会議が実行に移される時、反キリ
スト側に付く者たちの軍隊が世界中から
集められます。そして彼らは、「一人のユ
ダヤ人も逃すまい」と、ボツラからイスラ
エルの民を取り囲み、おびき出そうとし
ます。絶体絶命のイスラエルを助けよう
とする者はいません。
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なしるしや不思議なことをして見せます。
さあ、わたしは、あなたがたに前もって
話しました。だから、たとい、『そら、
荒野にいらっしゃる』と言っても、飛び出
して行ってはいけません。『そら、へやに
いらっしゃる』と聞いても、信じてはいけ
ません。人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょ
うどそのように来るのです。死体のある
所には、はげたかが集まります」

この時、サタン、反キリスト、そして
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らっしゃる』と聞いても、信じてはいけま
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「メシアが来た！」と聞くと、イスラエル
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しれませんが、人々が選民を惑わそうと
している時であり、決して出ていっては
いけないのです。

27節で、「人の子の来るのは、いなずまが
東から出て、西にひらめくように、ちょうど

イスラエルの悔い改め
ご再臨の全体像を想像していただくた

め、ボツラに逃げ込むイスラエルの民に
ついて、振り返ってみましょう。

黙示録12章6節、「女は荒野に逃げた。
そこには、千二百六十日の間彼女を養う
ために、神によって備えられた場所があっ
た」と書かれています。ここでは「女」と呼
ばれている「イスラエルの民」が、反キリ
スト軍に追われてボツラという場所に逃
げる、大患難時代後半の預言です。ボツラ
はヨルダン国にあります。ギリシャ語では

「ペトラ」と呼ばれている、BC2世紀からの
遺跡がある世界遺産となっている所です。

この辺り一帯は、セイル山と呼ばれ、
ヤコブの兄エサウの一族が住み着いた所
で、聖書ではエドムと呼ばれていた地域
です。ヘブライ語でボツラと呼ばれる場所
は、岩ばかりの荒野ですが、神様によっ
て3年半すなわち1260日、養われます。

反キリストは、何もない岩だらけの場
所に逃げ込んだイスラエルの民を、いず
れ餓死して全滅するだろうと考えていた
のでしょう。しかし、いつまでたっても
イスラエルの民は生きているのです。そ
こで反キリスト軍は、彼らを抹殺するた
めに戦闘機で攻撃すると思われます。し
かし、神様の御手に守られているイスラ
エルの民を抹殺することはできません。

ハルマゲドン会議の集結
黙示録16章16節で、反キリストは世

界の統率者や王たちをハルマゲドンと呼
ばれる「メギドの丘」近くに集結させます。
メギドの丘のある場所は、広々としたイ
ズレエルの平原です。ナポレオンがその
場所を見て、ここは最高の戦場となり得
る場所だと言った言葉が有名です。しか
し、最終戦争はハルマゲドンで起こるの
ではありません。

God’s Plan. God’s Vision. God’s Dream.

神様が愛される日本を
オメガも愛し続けます

2023年3月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

尊い王なる主の御名を心より賛美します。

2023年2月現在、日本全国各地において、栄子・スティーブンス師による日本縦断講演・セミナーが開催されて
います。来月号にて改めてご報告させていただけます。

これまでの長い時代を経て、世界そして日本において、国々の垣根を越えて神の愛と神のことばは人々に宣べ伝え
られてきました。今もこの時代、一分一秒途切れることなく、皆様の尊い日本へのとりなしの祈りが捧げられ、
続けられています。

祈りの種は、時が来ると花を咲かせ、やがて大木に成長するように、必ず日本への神の愛、宣教の業は、神の
栄光を表すことになると信じます。

オメガも、神のことばを宣べ伝える使命と役割を果たし続ける恵みが与えられ、日本のキリストの体の一部となり、
一つの石として献身した歩みを続ける喜びと感謝をもって、主の栄光の御名を賛美します。
「主が来られる日に備えてみことばを宣べ伝えましょう！」、栄子・スティーブンス師が日本各地を訪れる時、ただただ

「神様が日本を愛されたように、私も日本を愛したい！」という神の愛と献身があります。そして、日本のリバイバル
への夢を抱いて、今年からスタートした日本列島縦断講演が行われています。

また、日本CGNTV『シャロームイスラエルI＆Ⅱ』の番組制作の企画の際に、CGN放送局の創始者ハ・ヨンジョ
牧師の日本への信仰と献身には、大きな感謝と感動を受けました。日本の救いに命を懸けてくださった師の、

『神が愛される日本を私も愛した』（ツラノ出版）という著作があります。
そして同じ日本宣教への想いをもって、アメリカ在住の栄子・スティーブンス師とご主人の故ビル師が、交通費

などすべての必要を捧げて番組制作を全面協力すると決断してくださいました。来日時には動画収録を行い、シリーズで
合計60本の番組制作（現在70本以上）を行い、現在も各地域の講演先で多くの方々から大変ご好評頂き、励ましの
お声掛けを頂いています。どうもありがとうございます。

このたび、オメガの活動部門（各ミニストリー）をまとめて表にしています。皆様の祈りによって、難解で敬遠
されがちなヨハネの黙示録や終末論セミナーの分かりやすい教材出版もご好評頂いております。今年、ツアー部門
も再開いたしました。すべての部門の必要性が増しており、これからの時代に備え、オメガの体も成長し続けて
まいります。どうぞ引き続き、すべての活動、企画への啓示や油注ぎ、あらゆる必要が満たされますよう覚えてお祈り
ください。どうぞよろしくお願い申し上げます。神様が愛される日本をオメガも愛し続け、一歩一歩、今月も主と共に
歩んでまいります。

2023年、主のご栄光が日本全国の教会を通して、その地域の上に輝き、主のご臨在が、私たちの愛する日本の上に
豊かにあふれますよう心よりお祈り申し上げます。



①神のマスタープランを「知る」
創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計
画）を知る。また、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、
聖書預言の成就を学び、今がどんな「時」なのかを知る。

②国のために「祈る」
神のマスタープランと「時」を知ることにより、教会（キリストの
体）が今の時代における役割を担い、日本、アジア、イスラエル、
そしてすべての国々の救いのために祈る。

③教会に「つながる」
キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、そして
すべての国々から召し出された神の民が、真の一致をもって
つながる。

④全世界のすべての人に「伝える」
神のマスタープランをイスラエルの平和のために祈る重要性を
伝える。そして、イエス・キリストが再び地上に来られるという
「再臨の福音」を、全世界のすべての人に伝える。
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（ペトラ）

オメガ・ジャパン活動部門の紹介
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―神の愛を伝える。神の国の到来をすべての人に伝える。
有志の会
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オメガツアー「イスラエル＆ヨルダン10日間の旅」
事前優待予約を感謝します！
　第5回2024年2月下旬～3月上旬予定のツアーの事前優待予約の受付
を終了しました。日程が確定次第、本予約お申し込みや詳細内容をお送り
させていただきます。神のビジョンを共に、夢みる旅となりますよう、日本
からイスラエルとヨルダンを祝福する旅となりますよう引き続き共にお祈り
ください。なお、2025年出発予定での「第6回オメガツアー」に向けて、
同時に祈りと企画準備を進めております。引き続きお祈りください。

オメガ・グレイス・プロジェクト2023-24がスタートしました！
2023年

2月1日～3月1日「第1回 日本列島縦断講演」オメガグレイス・ジャパンツアー
3月14日「オメガ・ジャパン理事会」オンライン
4月～5月ごろ「第4回オメガツアー参加者オンライン説明会」（米国・日本）
6月5日～6月14日「第4回 イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）10日間の旅」決定
9月下旬～11月上旬「第2回 日本列島縦断講演」オメガグレイス・ジャパンツアー
2024年

2月下旬～3月上旬「第5回 イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）10日間の旅」決定
春ごろ「第3回 日本列島縦断講演」オメガグレイス・ジャパンツアー予定
秋ごろ「第4回 日本列島縦断講演」オメガグレイス・ジャパンツアー予定

　栄子・スティーブンスを主講師とし、日本とイスラエル＆ヨルダンをベース
にした主な活動予定です。現在、2025-26年のオメガ・グレイス・プロジェ
クトのビジョンへの備えと祈りが始まっています。どうぞ共に日本中の人々
への神様の愛が伝えられますよう、また、日本の教会に神の国の臨在と
現れが明確にされていきますよう、共にお祈りください。

1
祈りの課題 2

3

日本列島縦断講演「オメガ・ジャパンツアー2023」
ついにスタートしました！
　2月は、関西地区（京都府）からスタートし、九州地区（福岡県・
大分県）、中国地区（岡山県・広島県）、関東地区（東京都・群馬県）
でのセミナー・講演を行っております。皆様のとりなしの祈りに
より、主の愛の翼に運ばれて、栄子・スティーブンスがイスラエル
を軸とする聖書理解を土台として、終末論を中心に、神の愛と
神の国について大胆に語れますよう、引き続きお祈りください。
本ニュースレターが届けられるころ、日本列島縦断講演スケ
ジュールの真っ最中です。今後も日本の教会、そして日本全国
の祝福となり、多くの方々が救われるように。すべての備えと準備、
各集会の祝福のために引き続きお祈りください。栄子・スティー
ブンス師の健康が日々守られ、主の油注ぎが満ちあふれますよう
お祈りください。
　また、第2回目の申込受け付けを開始しており、全国からのお問い
合わせやお申し込みを感謝します。今回を機会に、地域教会が
協力し合ってお招きくださることや、地域の牧師会へのお招きや
伝道集会など、さまざまなお申し込みを頂いております。日本の
新しいシーズンを迎えるに当たり、オメガも最大限に全力で準備し、
すべての必要に応えることができるよう、引き続き調整、準備を
進めてまいります。どうぞ、日本全国47都道府県すべての地域に、
神のみことばが種となり、大いなる祝福とリバイバルの道備えの
役割を果たすことができますよう共にお祈りください。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

栄子・スティーブンスと行く

日程：2024年2月下旬～3月上旬 決定！
　　（見込み－2月20日前後出発予定）

イスラエル&ヨルダン（ペトラ）10日間の旅

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－24

第5回オメガプレミアム・グレイスツアー

事前優待予約・案内希望受付を終了しました。多数のお祈りとお申し込みを頂き、ありがとうございます。
事前優待案内予約の申し込みをされた方々には、３月、詳細日程・内容・費用等決定次第、本予約申し込み案内等を
ご連絡させていただきます。

第6回オメガツアー事前予約 
2025年企画予定

Eメール
専用フォーム

tour@omega.or.jp
https://www.omega.or.jp/tour/

OMEGA GRACE 2023－24

お問合せ・お申し込み：オメガ・ジャパン
info@omega.or.jp
06-6777-2117

Eメール
TEL&FAX

第1回　2023年2月1日～3月1日
いよいよスタートしました！

第2回　2023年9月下旬～11月上旬（予定）

礼拝・講演会・伝道集会・牧師会・修養会・各種セミナーの
申込受付中！

2023年9月下旬～11月ごろ来日予定

栄子・スティーブンス

日本列島縦断講演
オメガグレイス・
ジャパンツアー2023

イスラエルを軸に聖書を理解する分かりやすいセミナーやメッセージ
をお届けします。また、難解だと言われる終末論に関するテーマを、
現代の世界情勢を踏まえながら解説し、不安や恐れではなく、神を
愛する心、希望、信仰に満ちあふれるよう、情熱をもって語ります。

10 オメガ・ジャパン活動部門の紹介



ご注文方法
T E L　06-6777-2117
ＦＡＸ　06-6777-2117
メール　info@omega.or.jp
オメガオンラインショップ　
https://www.omega.or.jp/shuppan/

Omega Japan

著
者

　栄
子
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス

イ
ス
ラ
エ
ル
の
例
祭
を
知
る
と「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」が
見
え
て
く
る

主
の
例
祭
か
ら
の
考
察

旧
約
聖
書
の
レ
ビ
記
23
章
に
は
、聖
な
る
会
合
と
し
て

召
集
す
る
主
の
例
祭
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

本
書
を
通
し
て
、主
の
例
祭
か
ら
見
え
て
く
る

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
奥
義
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、ユ
ダ
ヤ
の
婚
姻
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

主
の
例
祭
の
秋
の
祭
り
が
ご
再
臨
に
関
す
る

預
言
的
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

主
を
待
ち
望
む
信
仰
と
希
望
と
愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
ま
す
。

A5判（フルカラー）　
本文112頁　
￥1,650（税込）

10冊 12,000円（税込）

定価1,650円（税込）

1,200円（税込）

10冊以上まとめて
ご注文の場合

1,350円（税込）

好評
発売中！

新刊入荷感謝価格

一冊

感謝価格



¥1,200￥1,650

冊
10冊以上

¥500 冊1～9冊

¥450¥550
冊10冊以上

¥500 冊1～9冊

¥450¥550
冊10冊以上

¥650 冊イエス・キリストはもう一度来られる
～黙示録ダイジェスト～

1～9冊

¥600¥770
冊

¥550

¥550

¥770

10冊以上

¥1,350¥1,650

価格（税込） 数 量

冊

商品名

聖書のことばは
その通りになる

1～9冊

神のマスタープランをひも解く鍵
～過ぎ越しの杯といちじくの木～

FAX
注文書 06-6777-2117

FAX
送料300円

合計3,000円以上送料無料！

info@omega.or.jp

06-6777-2117
Eメール　

TEL＆FAX

お問い合わせ・お申し込み：一般社団法人 オメガ・ジャパン

一般社団法人オメガ・ジャパン　
〒540-0004　大阪府大阪市中央区玉造2-26-47大阪クリスチャンセンター4階Omega Japan

一般社団法人オメガ・ジャパン

主の例祭からの考察
イスラエルの例祭を知ると

「イエス・キリスト」が見えてくる

　銀行振込  　　郵便振替 　 　クレジットカード※

お
届
け
先 お名前

TELご住所　〒

教会名 ふりがな

支
払
方
法

お支払い方法をご選択ください

※クレジットカード払いの方はメールアドレスのご記入をお願いします（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


